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新
見
市
で
は
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を

行
う
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

回
は
現
在
、
本
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
学
校
教
育
の
重
点

施
策
の
一
部
を
み
な
さ
ん
に
紹
介
し
ま
す
。

平成 2 1 年度から
全幼・小・中で二学期制を実施

実現を目指します。
◎工夫された教育課程により、きめ細かな指導を行い、基礎・

基本の確実な定着を図るとともに、自ら学び、考え、行動

できる子どもを育成します。

◎学校行事等の見直しや体験学習の工夫をすることで、社会

性や人間性を育み、豊かな心を育成します。

◎長い期間で子どもを細かく観察することにより、子どもの

よさを引き出す的確な評価・指導を行います。

◎長期休業は学期の中間休みと位置づけ、学びの習慣づくり

や社会性の育成のための工夫をします。

夏
季
休
業

冬
季
休
業

学
年
末
・
始
休
業

体
育
の
日

４月 １０月 ３月

前 期 後 期

教育 　   革の 推 進改

二学期制
の導入で

確かな学び 豊かな学び の

二学期制
になると

〈

月

日

教
育
の
日
特
集
〉

１１

１

二二二二学学学学期期期期制制制制のののの全全全全面面面面実実実実施施施施二学期制の全面実施

そ の1
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平
成　

年
度
か
ら
、
現
在
行
っ
て
い
る
小
学
校
全
学
年

２１

の
英
語
活
動
に
加
え
、
中
学
校
の
外
国
語
科
の
時
間
数
を

増
や
し
、
新
見
市
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
「
新
見

市
小
・
中
一
貫
英
語
教
育
」
を
実
施
し
ま
す
。

目　標

「国際交流を推進する新見市」の英語教育

◎「コミュニケーション能力を支える実践的英語力」の育成
◎「国際社会に生きる日本人としての自覚」の育成
◎「自国認識に立った異文化理解とそれを尊重する心」の育成

聞く・話すを中心に、楽
しみながら実践的コミュ
ニケーション能力を身に
つけ、自分の考えや意
見を積極的に伝えよう
とする態度を養う。

楽しみながら異文化を理
解し、 実践的コミュニケ
ーション能力 の基礎を
養う。

楽しみながら英語
にふれ、異文化理
解の基礎を養う。

�

�

外国語指導助手を活
用した中学校の外国
語授業

外国語指導助手を活用
した小学校の英語活動�

中学校

小学校中・高学年

小学校低学年

　新見市の行政放送で
「アレックスの英語で言
うてみんせぇ～」が好評
放送中です。
　ぜひ、一度視聴してく
ださい。

英語教育番組を放送中

３年間

２年間

新見市の独自の
カリキュラムに
よる「英語活動」
の授業を行う。

そ の2
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保護者と一緒♪ 上市認定こども園の開園の様子（今年４月）

新たな認定こども園の開園に向けて、準備を進めています。 今日も子どもたちは元気いっぱいです！

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
に
合
っ
た
就

学
前
教
育
・
保
育
の
充
実
を
め
ざ
し
施
設

改
善
や
、
幼
保
の
交
流
を
活
発
に
し
、
両

者
の
共
通
項
目
の
拡
大
に
努
め
て
き
ま
し

た
。

　

平
成　

年
、
国
に
お
い
て
幼
保
一
元
化

１８

を
実
施
す
る
「
認
定
こ
ど
も
園
」
制
度
が

創
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
本
市
で
は
、

い
ち
早
く
こ
の
制
度
の
導
入
に
取
り
組
み
、

今
年
４
月
に
「
認
定
こ
ど
も
園
上
市
幼
稚

園
」
を
開
園
し
ま
し
た
。（
現
在
、
県
下

で
「
認
定
こ
ど
も
園
」
を
実
施
し
て
い
る

の
は
新
見
市
と
真
庭
市
の
み
）
さ
ら
に
、

平
成　

年
４
月
か
ら
大
佐
幼
稚
園
と
大
佐

２１

保
育
所
、
哲
西
幼
稚
園
と
哲
西
保
育
所
で

「
認
定
こ
ど
も
園
」
を
開
園
し
ま
す
。

　

こ
の
「
認
定
こ
ど
も
園
」
の
開
園
に
よ

り
、
幼
稚
園
と
保
育
所
が
同
一
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
よ
る
教
育
・
保
育
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
や
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
形
で
、
幼
稚
園
と
保
育

所
が
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
生
か
し
た
�
就

学
前
教
育
・
保
育
�
を
展
開
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

「「「「「 認認認認定定定定ここここどどどどもももも園園園園認定 こ ど も園」」」」」のののの開開開開園園園園の開園

そ の 3
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地
産
地
消
の
推
進
と
し
て
、
学
校
給
食

で
は
「
に
い
み
の
日
」
を
定
め
、
地
元
で

収
穫
さ
れ
た
旬
の
野
菜
や
味
噌
な
ど
の
加

工
品
を
取
り
入
れ
た
献
立
を
毎
月
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
野
菜
は
地
元
で
収
穫

さ
れ
た
も
の
・
国
産
の
も
の
を
中
心
と
し

た
、
新
鮮
で
安
全
・
安
心
な
食
材
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

教育 　   革の 推 進改

　

平
成　

年
に
「
食
育
推
進
基
本
計
画
」

１７

が
定
め
ら
れ
、
文
部
科
学
省
で
は
「
栄
養

教
諭
」
を
各
都
道
府
県
に
順
次
配
置
し
、

食
に
関
す
る
指
導
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　

本
市
で
は
、
現
在
１
名
の
栄
養
教
諭
が

配
置
さ
れ
、
食
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役

と
し
て
、
学
校
や
地
域
等
と
連
携
し
た
食

育
の
推
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　　

平
成　

年
度
に
神
郷
地
域
の
児
童
・
生

１９

徒
・
保
護
者
を
対
象
と
し
た
生
活
実
態
お

よ
び
運
動
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
朝
食
の
摂
取
頻
度
に
つ
い
て
は
、
約

９
割
の
児
童
・
生
徒
が
朝
食
を
毎
日
と
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、「
主
食
＋
汁
＋

お
か
ず
」
を
組
み
合
わ
せ
て
食
べ
て
い
る

児
童
・
生
徒
は
約
半
数
と
い
う
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

　

「
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
づ
く
り
」を
家

庭
へ
啓
発
し
て
い
く
た
め
、
学
校
・
栄
養

教
諭
・
地
域
の
栄
養
委
員
が
、
児
童
・
保

護
者
を
対
象
に
親
子
料
理
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

食食食食育育育育食育・・・・・地地地地産産産産地地地地消消消消のののの推推推推進進進進地産地消の推進

食
の
安
全

学
校
給
食
の
お
米
は
、

 「 
地
元
産
米 
」を
使
用
！

 
地
産
地
消  「
に
い
み
の
日
」

 
栄
養
教
諭 
誕
生
！

食
の
コ
ー
デ 
ィ

ネ
ー
タ
ー

健
康 
の
第 
一 
歩 

〜
家
族
ぐ
る
み
で
進
め
よ
う
〜

子どもたちは安全・安心な地元産米を食べてます。

学 
校
・ 
地
域
が
応
援
！

親
子
料
理
教
室 

　

健
康
の
第
一
歩
は
、
望
ま
し
い
生
活
習

慣
を
家
庭
で
身
に
付
け
る
こ
と
で
す
。「
早

寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
・
し
っ
か
り
運
動
」

を
家
族
ぐ
る
み
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

親子料理教室の様子

健
康 
の
第 
一 
歩 

の
取
組
み
…

そ の 4



市報にいみ 第４４号
November 2008 6

新見市の特別支援学級等設置校数

特特特特別別別別支支支支援援援援教教教教育育育育のののの充充充充実実実実特別支援教育の充実

 
小
学
校
特
別 

 
支
援
学
級
の
設
定

　

特
別
支
援
学
級
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
児

童
生
徒
の
実
態
に
応
じ
、
個
別
の
指
導
計
画

を
作
成
し
、
学
習
・
生
活
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
通
常
学
級
と
の
合
同
授
業
も

頻
繁
に
行
い
、
同
学
年
と
し
て
共
に
励
ま
し

合
い
な
が
ら
成
長
で
き
る
よ
う
、
各
学
校
全

体
で
の
特
別
支
援
教
育
を
進
め
て
い
ま
す
。

校
内
委
員
会
の
設
置
・
特
別
支
援

教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
指
名

　

本
市
の
全
幼
・
小
・
中
で
は
、
校
（
園
）

内
の
特
別
支
援
教
育
を
推
進
す
る
「
校
内
委

員
会
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
護

者
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
相
談
を
受
け
た
り
、

特
別
支
援
教
育
に
関
係
す
る
校
（
園
）
内
研

修
の
計
画
や
外
部
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整

を
行
う
「
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
」
を
務
め
る
担
当
教
諭
に
つ
い
て
も
、
全

幼
・
小
・
中
で
指
名
し
て
い
ま
す
。

 
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
配
置

　

通
常
学
級
に
在
籍
す
る
特
別
な
支
援
を
必

要
と
す
る
幼
児
、
児
童
、
生
徒
に
対
し
、
担

任
以
外
の
人
が
学
習
場
面
や
生
活
場
面
で
の

支
援
を
行
う
「
特
別
支
援
教
育
支
援
員
」
の

配
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
支
援
員
の
配
置
も
他
市
に
比
べ
、
早

い
年
度
か
ら
多
く
の
割
合
で
配
置
し
て
お
り
、

今
後
も
配
置
人
数
、
支
援
員
の
支
援
方
法
の

研
修
な
ど
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

 
巡
回
相
談
の
充
実

　

近
年
、
保
・
幼
・
小
・
中
で
障
害
の
あ
る

子
ど
も
等
に
つ
い
て
の
相
談
件
数
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
県
の
相
談
員
が
学
校
（
園
、

所
）
を
訪
問
す
る
「
巡
回
相
談
事
業
」
だ
け

で
は
要
請
に
応
じ
ら
れ
な
い
状
況
も
出
て
き

て
お
り
、
本
市
で
は
独
自
に
巡
回
相
談
員
を

任
命
し
、
こ
の
事
業
を
拡
充
し
て
い
ま
す
。

 
特
別
支
援
連
携 

 
協
議
会
の
設
置

　

関
係
機
関
〔
備
中
県
民
局
、
保
健
所
、
児

童
相
談
所
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
風
の
音
」、
ほ
ほ
え

み
広
場
に
い
み
、
学
校
関
係
、
市
健
康
づ
く

り
課
、
市
社
会
福
祉
課
〕
で
構
成
す
る
「
特

別
支
援
連
携
協
議
会
」
を
今
年
度
か
ら
新
た

に
設
置
し
、
就
学
前
か
ら
卒
業
後
ま
で
、
相

互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
支
援
が
で
き
る
体

制
の
確
立
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。

中学校
(全８校１分校中)

小学校
（全２４校中）

学校種

障害種別

６校１０校知 的 障 害

２校情 緒 障 害

１校通級指導教室

特別支援教育支援員 配置人数の比較

近隣市
（Ｂ）

近隣市
（Ａ）

新見市

９人３人１３人幼 稚 園

４人５人１３人小 学 校

１人０人４人中 学 校

１４人８人３０人計

　

本
市
で
は
、
障
害
の
あ
る
幼
児
、

児
童
・
生
徒
に
対
す
る
教
育
の
充
実

を
図
る
た
め
、
特
別
支
援
教
育
体
制

整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ の 5
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教育 　   革の 推 進改

新見市教育
相談室からの
お知らせ

　不登校・友だち関係の悩み・いじめ・

学習や進路の悩み・基本的生活習慣・

しつけ・学校教育相談など

　※子どもの問題で悩んでいる人は、

気軽にご相談ください。

　※相談員が専門の立場から電話相談

または面接相談を行います。

■対　象

　幼児・児童・生徒とその保護者、教

員または保育士など

■相談日

　毎週月曜日

■時　間

　１４：００～１８：００

　※お一人の相談時間は約１時間です。

■相談場所

　新見市適応指導教室「新生塾」相談

室

■申込み・問い合わせ先

　新見市適応指導教室「新生塾」

　（��７７４４）

　※面接相談および電話相談の予約を

受付します。

　※予約の受付時間は月曜日～金曜日

までの９：００～１５：００です。

　※駐車場がありますので、お車でお

越しの際にはご利用ください。

　※道が入り組んでおりますので、気

をつけてお越しください。

　

今
回
ご
紹
介
し
た
取
組
み
の
ほ

か
に
も
、
市
で
は
「
新
見
市
地
域

ぐ
る
み
の
学
校
安
全
推
進
委
員

会
」（
市
内
各
団
体
、
自
主
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
、
警
察
、
学
校
関
係

者
等
）
を
組
織
し
、
子
ど
も
た
ち

の
安
心
・
安
全
に
対
す
る
取
組
み

に
も
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
安
心
・
安
全
対
策

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
多
く
の

人
々
が
各
学
校
・
園
で
の
見
守
り

隊
と
し
て
、
ま
た
は
個
人
で
子
ど

も
た
ち
の
登
下
校
や
休
日
の
活
動

を
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安
全
の

確
保
の
た
め
、
今
後
も
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課

　

（
�
�
６
１
４
６
）

「新生塾」

新見高校南校地�
　　●�

●�JA

　●�
船川八幡宮� ●�

木谷会館�

新生塾�

至岡山�

R
1
8
0

至米子�

「新生塾」案内図
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裁
判
員
制
度

　
　
　

〜
裁
判
員
に
選
任
さ
れ
る
ま
で
〜

　

来
年
５
月　

日
か
ら
裁
判
員
制
度

２１

が
始
ま
り
ま
す
。

　

裁
判
員
は
、選
挙
権
の
あ
る
人（
衆

議
院
議
員
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

た
人
）
の
中
か
ら
、
く
じ
に
よ
り
無

作
為
に
選
ば
れ
ま
す
。
裁
判
員
制
度

の
実
施
に
向
け
て
、
全
国
の
地
方
裁

判
所
で
は
、
現
在
、
各
市
町
村
の
選

挙
管
理
委
員
会
が
選
挙
人
名
簿
か
ら

く
じ
で
無
作
為
抽
出
し
、
地
方
裁
判

所
に
提
出
し
た
名
簿
を
も
と
に
、
平

成　

年
分
の
裁
判
員
候
補
者
名
簿
の

２１
作
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

裁判員に選任されるまでの流れ

平成２０年１０月下旬から１１月上旬ころまで

裁判員候補者名簿を作成します

　各地方裁判所ごとに、管内の市町村の選挙管理委員

会がくじで選んで作成した名簿に基づき、平成２１年の

裁判所候補者名簿を作成します。

就職禁止事由該当者
（裁判員になること
ができない人）

平成２０年１１月下旬から１２月上旬ころまで

名簿記載通知書とともに
調査票をお送りします

　裁判員候補者名簿に載った人には、名簿記載通知書

をお送りします。また、裁判員になることができない

職業に就いているかどうか（就職禁止事由に当たるか

どうか）や１年を通じて裁判員となることを辞退する

申し立ての有無・理由などをお尋ねする調査票をお送

りします。

　調査票を返送していただき、明らかに裁判員になる

ことができない人や１年を通じて辞退事由が認められ

る人には、裁判所から選任手続期日のお知らせ（呼出

状）が届くことはありません。

平成２１年５月２１日
裁判員制度スタート

事件ごとに名簿の中からくじで
候補者を選びます

　事件ごとに裁判員候補者名簿の中から、くじで裁判

員候補者を選びます。

辞退者など（調査票）
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■問い合わせ先　岡山地方裁判所総務課庶務係（�０８６-２２２-６７７１）

○裁判員になることを辞退できるのは 
どういう場合ですか？

　　広くみなさんの参加により、その良識を裁判

に反映させるという裁判員制度の趣旨から、　

裁判員になることは法律で義務化されています。

ただし、みなさんの負担が著しく大きなものに

なることを回避するため、法律や政令で辞退を

申し立てることができる事由を定めています。

　　（例：重い病気またはケガ、親族・同居人の

介護・養育、事業上の重要な用務を自分で処

理しなければ著しい損害が生じるおそれがあ

る、父母の葬式への出席など社会生活上の重

要な用務があるなど。）

　※詳しくは、裁判員制度ウェブサイト「裁判員

制度Ｑ＆Ａ」をご参照ください。

○裁判員辞退の申立てを行った場合、
　どのように判断が行われるの？
　　辞退の申立てに対しては、裁判員等選任手続

きが行われる当日、裁判所が各裁判員候補者か

ら具体的な事情をお聴きしたうえで最終的に判

断します。

　　しかし、明らかに辞退が認められる人が、当

日裁判所へ行くことになれば、みなさんのご負

担が増大することとなります。

　　そこで、みなさんの事情を早期にお伺いする

ため、調査票や質問票を送付しますので、正確

にご記入のうえ、返送していただきますようお

願いします。

　平成１９年に岡山地方裁判所で受理した裁判員裁

判の対象となる事件は３７件です。１件につき裁判

員を６人、補充裁判員を２人選任すると仮定する

と、１年間で県内の約５,３００人に１人が裁判員また

は補充裁判員に選任されることになります。

　今後も裁判員制度の実施に向け、みなさんに

様々な情報をお知らせします。

　裁判員制度の詳細については、裁判員制度ウェ

ブサイト（http：//www.saibanin.courts.go.jp/）

でも紹介していますので、ぜひ一度ご覧ください。

原則，裁判の６週間前まで

選任手続期日のお知らせ（呼出状）や
質問票をお送りします

　くじで選ばれた裁判員候補者には、選任手続期日の

お知らせ（呼出状）や質問票をお送りします。裁判の

日数が３日以内の事件（裁判員裁判対象事件の約７割）

では、６人の裁判員に加え、補充裁判員を２人選任す

るとして、１事件あたり５０人程度の裁判員候補者に送

る予定です。

　質問票では、裁判員になることができない事由の有

無、裁判員となることを辞退する申し立ての有無・理

由などをお尋ねします。質問票の記載から、明らかに

裁判員になることができない人や辞退が認められた人

は、裁判所へお越しいただく必要はありません。

辞退者など（調査票）

裁判の当日

選任手続期日

　裁判員候補者には、選任手続が行われる当日、裁判

所へお越しいただくことになります。裁判長は候補者

に対し、不公平な裁判をするおそれの有無、辞退の申

し立ての有無・理由などについて質問をします。候補

者のプライバシーを保護するため、この手続は非公開

となっています。

６人の裁判員を選任します

　最終的に事件ごとに裁判員６人を選任します（裁判

の途中で裁判員の人数が不足した場合に備え、補充裁

判員を選任することもあります。）。通常であれば午前

中に選任手続を終了し、午後から審理が始まります。

辞退者など

法廷の様子法廷の様子
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給与等 の 状況
　市職員の給与・手当などの状況については、給与条例や予算・決算などの審議

を通じて公表していますが、市民のみなさんにより一層のご理解をいただくため、

現在の状況についてお知らせします。

■問い合わせ先　総務課人事係（��６２０４)

７．職員手当（平成１９年度支給実績）

　（期末手当）　３．００か月　　（勤勉手当）１．５０か月

　（退職手当）

勧奨・定年自己都合区　　分

３０．５５月分２３．５０月分勤続２０年

４１．３４月分３３．５０月分勤続２５年

５９．２８月分４７．５０月分勤続３５年

５９．２８月分５９．２８月分最高限度額

２５，７９２千円９，１００千円１人当たり平均支給額

　（時間外手当）

６８，１９６千円支給実績（１９年度決算）

２１４千円
支給職員１人当たり
平均支給年額（１９年度決算）

構成比職員数標準的な職務内容区　分

１．９０%６人部長の職務又はこれに相当する職務８　級

６．０３%１９人支局長の職務、部次長の職務又はこれに相当する職務、支局次長の職務、参与の職務７　級

１３．０１%４１人課長の職務又はこれに相当する職務、参事の職務６　級

１５．５６%４９人課長補佐の職務又はこれに相当する職務、主幹の職務５　級

１４．２９%４５人係長の職務又はこれに相当する職務、主査の職務４　級

２６．３５%８３人主任の職務３　級

２０．３２%６４人主事、技師、消防士、教諭又はこれに相当する職務２　級

２．５４%８人主事、技師、消防士、教諭又はこれに相当する職務１　級

１００．００%３１５人合　　　　　　計

５．初任給（平成２０年４月１日現在）

２年後の給料初　任　給区　　　　分

１８４，２００円１７２，２００円大　学　卒
一般行政職

１４８，５００円１４０，１００円高　校　卒

１４５，５００円１３７，２００円高　校　卒技能労務職

人件費率 Ｂ／Ａ
人件費
Ｂ

実質収支
歳出額
Ａ

住民基本台帳人口
（平成２０年３月３１日現在）

１９．４％５，０９３，４５９千円４７０，９９９千円２６，２１６，３０９千円３５，６３２人

１．人件費（普通会計決算）

の市 職 員

２．職員給与費（普通会計予算）

一人当たり給与費給　　与　　費
職員数 Ａ

Ｂ／Ａ計　　Ｂ期末・勤勉手当職員手当給　 料

６，４１９千円３，２１５，８１４千円８２１，９９１千円３７７，０３３千円２，０１６，７９０千円５０１人

※職員手当には退職手当を含んでいません。　※給与費は当初予算に計上された額です。

３．ラスパイレス指数 ４．職員の平均年齢・平均給料月額（平成２０年４月１日現在）

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００としたとき
の給与水準を示す指数です。

※平成１６年までは旧新見市

平均給料月額平均年齢

３３８，９００円４３．１歳

　（一般行政職）

平均給料月額平均年齢

２８１，８００円４６．３歳

　（技能労務職）

全　国新見市区　分

１００．７９８．５平成１５年

 ９８．２９５．４平成１６年

 ９７．６９４．６平成１７年

 ９７．４９４．６平成１８年

 ９７．９９４．８平成１９年

６．一般行政職の級別職員数（平成２０年４月１日現在）
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　（その他の手当）

配偶者、子どもなどの区分により６，５００円～１３，０００円扶 養 手 当

持家、借家などの区分により２，５００円～２７，０００円住 居 手 当

交通機関利用者は５５，０００円まで　自動車などの利用者は距離により２，５２０円～５０，０００円通 勤 手 当

職級により２０，０００円～３８，０００円管 理 職 手 当

　（特殊勤務手当）

１３５千円支給実績（１９年度決算）

１５，０００円支給職員１人当たり平均支給年額（１９年度決算）

１%職員全体に占める手当支給職員の割合（１９年度）

８種類手当の種類（手当数）

左記職員に対する支給単価主な支給対象業務手当の名称

１回につき４，２３０円行旅死亡人の収容、処理死体処理手当

日額７００円伝染病の防疫、患者の収容防疫等作業手当

日額１，３００円除雪業務除雪業務手当

１体につき３５０円へい死した野良犬等の死体処理野良犬等死体処理手当

１体につき１，４００円火葬業務に従事
火葬業務手当

１体につき２，８２０円火葬業務に従事（夜間）

月額１，４３０円結核患者の家庭を訪問して保健指導を行う保健指導業務手当

日額１，２２０円入所者の死体処置入所者死亡処置手当

日額２００円要保護者の調査、指導社会福祉主事手当

８．特別職の報酬等（平成２０年４月１日現在）

給料月額等区　分

８６０，０００円
６９５，０００円

市　長
副市長

給　料

４３５，０００円
３６５，０００円
３４０，０００円

議　長
副議長
議　員

報　酬

給料月額等区　分

（１９年度支給割合）
４．４０月分

市　長
副市長

期　末
手　当 （１９年度支給割合）

３．２５月分
議　長
副議長
議　員

給料月額等区　分

（算定方式）　（支給時期）
　５４０/１００　　任期ごと
　３６０/１００　　　 〃

市　長
副市長

退　職
手　当

９．年齢別職員構成（平成２０年４月１日現在）

計
６０歳

以上

５６歳
～
５９歳

５２歳
～
５５歳

４８歳
～
５１歳

４４歳
～
４７歳

４０歳
～
４３歳

３６歳
～
３９歳

３２歳
～
３５歳

２８歳
～
３１歳

２４歳
～
２７歳

２０歳
～
２３歳

２０歳

未満
区　分

５４９人０人７５人１００人６７人５０人３３人６３人７８人４８人２０人１４人１人職員数

１０．定員適正化計画

数値目標
計画期間

終　期始　期

５６５人平成２２年３月３１日平成１７年４月１日

　�定員適正化目標（数・率） 　�定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要　（各年４月１日現在）

（参考）
数値目標

１７年～２０年
計

２０年
４年目

１９年
３年目

１８年
２年目

１７年
１年目

１６年
計画前年

区　分

１４８６５３３２４２６減員

２７６９１２0増員

△１０５△１２１（１１５％）△５９△２４△ １２△ ２６差引

５６５人５４９人５４９人６０８人６３２人６４４人６７０人職員数

主な増減理由
対前年
増減数

職　員　数
区分部門

平成２０年平成１９年

０５人５人議 会
一

般

行

政

部

門

事務の統廃合縮小による△２１０８　１１０　総務企画

事務の統廃合縮小による△２１７　１９　税 務

事務の統廃合縮小による△１８９　９０　民 生

事務の統廃合縮小による△１２３６　４８　衛 生

事務の統廃合縮小による△１３０　３１　農林水産

０４　４　商 工

事務の統廃合縮小による△２３７　３９　土 木

△２０３２６人３４６人小 計

新見公立短大の法人化△４２９３　１３５　教 育行
政
部
門

特　
　

別

欠員補充による２８０　７８　消 防

△４０１７３人２１３人小 計

０５　５　水 道会
計
部
門

公
営
企
業
等

０１４　１４　下 水 道

後期高齢者医療制度開始による１３１　３０　そ の 他

１５０人４９人小 計

△５９５４９人６０８人合　　計

１２．職員の勤務時間（平成２０年４月１日現在）

勤務時間

１日８時間　１週４０時間

年次有休休暇取得状況

１１．２日

※平成１９年度平均取得日数

１３．職員の研修・勤務成績の評定

５講座（延べ８８９人）職 員 研 修

５５講座（延べ１１５人）派 遣 研 修

自己申告票及び適性調査票勤 務 評 定

※平成１９年度実績

１４．職員の福祉・権利保護

なし勤務条件に関する措置要求

なし不利益処分に関する不服申立

※平成１９年度実績

１１．部門別職員数（平成２０年４月１日現在）
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初期費用

月額基本料

ケーブルテレビの特長

テレビ共同受信施設撤去費の助成について

ケー ブ ルテ レ ビ加入申込 み は
お済みですか？

までのお申込みなら、

３１, ５００円
加入金 ２１,０００円
工事費 １０,５００円

�
�
�

�
�
�

※分配工事・機器取付・交換等が必要な
　場合は自己負担となります。 �����円円円円円円円円円円円

�

 ����月����日（土）
�締

切り

間近

基本チャンネルは月々１,６８０円です！
※ご家庭のテレビの台数に関係なく、この料金のみでご覧になれます。

●コミュニティチャンネル
　新見市内のニュース、学校行事、さまざまなイベントなどの様子をご覧になれます。また、

市議会放送、選挙速報などは生中継を交えて放送しています。

●市からのお知らせ、行政チャンネル
　市役所からのお知らせや情報を文字放送で２４時間放送しています。また、行政番組を放送

していますので、１３ページの行政チャンネル番組表をご覧ください。

　市では、ケーブルテレビに加入する共聴組合に対し、撤去費助成を行っております。詳細
については次までお問い合わせください。

■問い合わせ先　情報政策課管理係（��３１５４）
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ケーブルテレビ行政チャンネル

ラス トワンマ イル事業

　ケーブルテレビでは、各種届出や証明、市税、保険・年金、福

祉、健康、環境に関することなど、暮らしの情報ついて、文字で

紹介する「データ放送」を行っています。

　現在、デジタル対応テレビで、吉備ケーブルテレビの番組をご

覧になっているご家庭では、にいみiチャンネル（１２１チャンネル）

もしくは行政チャンネル（１２２チャンネル）に合わせ、リモコン

の“ｄ”ボタンを押すことにより、「データ放送」をご覧いただ

くことができます。（デジタル対応テレビのみ利用可能）

メ
ニ
ュ
ー
画
面

暮
ら
し
の
便
利
帳
の
ペ
ー
ジ

※テレビのメーカーによって、リモコンの形状が異なります。

“d”ボタン

“上下・左右・決定”ボタン

データ放送を見るには

にいみ
 i チ ャ ンネル
（１２１チャンネル）

行政
チャンネル
（１２２チャンネル）

または

を見ている時に、

リモコンの“ｄ”ボタンを押す
※もう１度“ｄ”ボタンを押すと、もとの
　番組の画面に戻ります。�

放送時間曜　日内　　容番　組　名

８：００・１８：００・２１：００毎日（３日～２１日）旬の話題をみなさまへ市長室から こんにちは！

８：３０・１２：３０・１８：３０毎日肩こりスッキリ編・作業の合間編にいみにっこり・元気アップ体操

９：００・１３：００・１９：００毎日ウォーキング・キッチン体操にいみにっこり・元気アップ体操

１３：３０・１７：３０・１９：３０月・水・金・日パート２・パート３アレックスの英語で言うてみんせぇ

１３：３０・１９：３０火・木・土消防本部からのお知らせ家庭用火災警報器を設置しましょう

１０：３０・２０：３０毎日第1回 制度のしくみと保険料長寿医療制度について

９：３０・１４：３０・２２：００毎日豚肉のカレーピカタにいみにっこりクッキング

１０：００・１５：００・２１：３０毎日（２１日まで）新見公演のご案内牧阿佐美バレヱ団　白鳥の湖

行政チャンネル番組表（１１月）デジタル：１２２チャンネルアナログ：６チャンネル

※２２：００以降も再放送を行っていますので、ぜひご覧ください。

　■問い合わせ先　情報政策課放送広報係（��３１５４）

リモコンの“上下左右・決定”ボタンを
操作して、見たい項目を選ぶ

データ放送を開始始

�必見
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市
議
会
９
月
定
例
会
が
９
月
２

日
か
ら　

日
に
か
け
て
開
催
さ
れ

３０

ま
し
た
。
今
回
提
出
さ
れ
た
議
案

は
、
平
成　

年
度
新
見
市
の
一
般

１９

会
計
・
特
別
会
計
お
よ
び
事
業
会

計
決
算　

件
、
条
例
６
件
、
平
成

１４

　

年
度
補
正
予
算
７
件
、
そ
の
他

２０
　

件
の
計　

件
で
、
う
ち　

件
が

１０

３７

３６

原
案
ど
お
り
可
決
・
認
定
さ
れ
、

１
件
が
修
正
の
う
え
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成　

年
度 

１９

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
歳
入

１９

歳
出
決
算
額
は
、
歳
入
合
計
２
６

５
億
７
’５
３
９
万
５
’４
９
４
円

に
対
し
、
歳
出
合
計
が
２
５
８
億

６
’８
２
２
万
３
’３
７
２
円
で
、

歳
入
歳
出
の
差
し
引
き
残
額
は
、

７
億
７
１
７
万
２
’１
２
２
円
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
翌
年

度
へ
繰
り
越
す
財
源
を
差
し
引
い

た
実
質
収
支
は
、４
億
４
’３
６
２

万
６
’１
２
２
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
そ
の
う
ち
の
２
億
３

千
万
円
は
、
財
政
調
整
基
金
に
繰

り
入
れ
る
も
の
で
す
。

 

補
正
予
算

■
一
般
会
計

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
２
億
４
’４
２
７
万
円
を
追

加
し
、
予
算
の
総
額
は
２
３
６
億

８
’３
５
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

▼
追
加
さ
れ
た
主
な
も
の

○
情
報
管
理
費
に
地
域
情
報
化
シ

ス
テ
ム
構
築
委
託
料
を
追
加

…
…
…
１
’０
０
０
万
円

○
農
業
振
興
費
に
ふ
る
さ
と
特
産

物
育
成
対
策
事
業
補
助
金
を
追
加

…
…
…
３
’５
３
９
万
円

○
道
路
新
設
改
良
費
に
道
路
新
設

改
良
工
事
費
を
追
加

…
…
…
７
’２
０
０
万
円

 

条
例
関
係

■
新
見
市
ふ
る
さ
と
に
い
み
応
援

基
金
条
例

　

本
市
で
も
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

の
取
り
組
み
を
開
始
す
る
こ
と
か

ら
、
寄
付
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
の
財
源
と
し
て
基
金
へ
積
み
立

て
る
た
め
に
、
基
金
条
例
が
新
た

に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
新
見
市
ペ
ー
ジ
ン
グ
放
送
に
関

す
る
条
例

　

告
知
放
送
機
器
を
利
用
し
、
行

政
地
区
総
代
や
小
中
学
校
の
代
表

者
か
ら
、
限
定
し
た
地
区
に
対
し
、

地
域
の
公
共
の
業
務
や
必
要
な
情

報
を
効
率
的
か
つ
早
期
に
伝
達
す

る
た
め
の
ペ
ー
ジ
ン
グ
放
送
を
開

始
す
る
た
め
、
新
た
に
条
例
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

■
新
見
市
乳
幼
児
等
医
療
費
の
給

付
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

中
国
残
留
邦
人
支
援
法
の
改
正

に
よ
り
医
療
支
援
給
付
を
生
活
保

護
法
の
保
護
と
み
な
す
こ
と
に
伴

い
、
各
条
例
の
該
当
事
項
に
つ
い

て
、
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

 

そ 

の 

他

■
指
定
管
理
者
の
指
定

　

市
の
公
の
施
設
の
管
理
運
営
に

つ
い
て
、
次
の
施
設
の
指
定
管
理

者
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

・
新
見
市
神
郷
山
村
都
市
交
流
拠

点
施
設
（
神
郷
高
瀬
交
流
セ
ン

タ
ー
）

・
新
見
市
神
郷
第
一
ス
キ
ー
場

・
新
見
市
神
郷
公
共
放
牧
場
施
設

（ 
長  
久 
牧
場
）

な
が 
ひ
さ

・
新
見
市
神
郷
山
村
都
市
交
流
拠

点
施
設
（
高
瀬
ふ
れ
あ
い
交
流

広
場
）

議会�
レポート�

平成２０年９月定例会

新
見
市
ふ
る
さ
と
に
い
み
応
援
基
金

条
例
な
ど
を
可
決

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

平
成　

年　

月
２
日
登
録
の

２０

１２

選
挙
人
名
簿
お
よ
び
在
外
選

挙
人
名
簿
を
次
の
と
お
り
縦

覧
に
供
し
ま
す
。

　

こ
の
縦
覧
は
、
選
挙
人
の

異
議
申
し
出
の
機
会
を
保
障

し
、
登
録
漏
れ
や
無
資
格
者

の
登
録
、
記
載
事
項
の
誤
り

と
い
っ
た
こ
と
を
防
止
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

■
縦
覧
期
間

　
　

月
３
日
�
〜
７
日
�

１２

　

毎
日
８
時　

分
〜　

時　

分

３０

１７

１５

■
縦
覧
場
所

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

（
市
役
所
２
階
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

（
�
�
６
１
５
２
）

選
挙
人
名
簿
の

縦
覧

が
行
わ
れ
ま
す
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協
議
。

第
７
回　
　

月
３
日
開
催

１０

●
大
佐
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
活
用
に

つ
い
て
協
議
。

●
完
成
後
の
大
佐
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

課
題
に
つ
い
て
協
議
。

神
郷
地
域
審
議
会

第
５
回　

７
月
７
日
開
催

●
ふ
る
さ
と
振
興
に
つ
い
て

①
公
民
館
活
動
を
中
心
と
し
た
地

域
活
性
化
策

②
地
域
の
医
療
・
福
祉
の
充
実

③
神
郷
温
泉
再
開
に
向
け
た
地
域

の
対
応

　

の
３
テ
ー
マ
に
絞
り
協
議
す
る

こ
と
を
決
定
。

第
６
回　

８
月
６
日
開
催

●
公
民
館
活
動
を
中
心
と
し
た
地

域
活
性
化
策
に
つ
い
て
協
議
し
、

活
性
化
の
た
め
の
５
項
目
の
提

案
事
項
を
確
認
。

第
７
回　

９
月
５
日
開
催

●
地
域
の
医
療
・
福
祉
の
充
実
に

つ
い
て
意
見
交
換
。
救
急
医
療

や
地
域
交
通
手
段
に
つ
い
て
継

続
し
て
協
議
す
る
こ
と
を
決
定
。

第
８
回　
　

月
６
日
開
催

１０

地
域
審
議
会

こ
ち
ら

新
見
地
域
審
議
会

第
４
回　

８
月　

日
開
催

２２

●
地
域
防
犯
対
策
に
つ
い
て
協
議

　

①
告
知
放
送
機
器
の
有
効
利
用
法

　

②
防
犯
に
関
す
る
啓
発
活
動

　

の
２
テ
ー
マ
の
協
議
結
果
を
提

言
書
案
と
し
て
作
成
す
る
こ
と

を
確
認
。

第
５
回　

９
月　

日
開
催

２６

●
地
域
防
犯
対
策
の
提
言
書
案
に

つ
い
て
確
認
し
、
提
出
等
を
会

長
一
任
と
す
る
こ
と
に
決
定
。

●
環
境
問
題
に
つ
い
て
協
議
し
、

次
回
、
市
の
施
策
の
説
明
を
受

け
る
こ
と
を
確
認
。

大
佐
地
域
審
議
会

第
５
回　

８
月
８
日
開
催

●
大
佐
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成
記
念
行

事
に
つ
い
て
協
議
し
、
式
典
等

記
念
行
事
内
容
と
９
月　

日
の

２８

開
催
を
確
認
。

第
６
回　

９
月
５
日
開
催

●
地
域
振
興
イ
ベ
ン
ト
に
「
お
お

さ
風
ま
つ
り
」
を
選
定
。

●
大
佐
地
域
活
性
化
策
に
つ
い
て

●
山
間
集
落
へ
の
小
型
バ
ス
の
運

行
や
、
市
営
バ
ス
の
通
院
用
ダ

イ
ヤ
編
成
な
ど
に
よ
る
地
域
医

療
の
充
実
と
地
域
交
通
手
段
に

つ
い
て
協
議
。

哲
多
地
域
審
議
会

第
５
回　

９
月　

日
開
催

１７

●
審
議
会
に
寄
せ
ら
れ
る
課
題
把

握
の
た
め
、
管
内
関
係
箇
所
等

の
視
察
を
行
う
こ
と
を
確
認
。

哲
西
地
域
審
議
会

第
５
回　

８
月
５
日
開
催

●
ゴ
ミ
問
題
、
限
界
集
落
等
に
つ

い
て
協
議
。
今
後
の
審
議
会
テ

ー
マ
に
つ
い
て
は
継
続
協
議
と

す
る
。

第
６
回　

９
月
５
日
開
催

●
今
後
の
審
議
会
テ
ー
マ
に
つ
い

て
協
議
。
地
元
選
出
市
議
会
議

員
と
意
見
交
換
会
を
行
う
こ
と

を
決
定
。

第
７
回　
　

月
１
日
開
催

１０

●
地
元
選
出
市
議
会
議
員
と
意
見

交
換
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
審
議
会
で
の

審
議
内
容
に
つ
い
て
、
主
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す
。

　岡山地方法務局新見支局は、平成２１年１月９日�を

もって閉鎖され、岡山地方法務局高梁支局（高梁市落

合町近似）に統合されます。これにより新見支局で取

り扱いを行っている事務は、１月１３日�から高梁支局

で取り扱うことになります。

　なお、新見支局において交付を受けた会社・法人の

印鑑カードは、引き続き利用可能です。

　また、登記に関する相談については、１月１３日�お

よび同日以降毎週１回、新見市役所内において相談所

を開設することとなりますので、ご利用ください。

■問い合わせ先

　岡山地方法務局総務課（�０８６-２２４-５６５６）

　岡山地方法務局高梁支局（�０８６６-２２-２３１８）

　岡山地方法務局新見支局（��３１０３）

岡山地方法務局新見支局閉鎖のお知らせ

岡山地方法務局新見支局
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芸
術
の
秋
と
な
り
ま
し
た
。

今
月
は
、
新
見
市
で
も
文
化
展

や
音
楽
芸
能
祭
な
ど
芸
術
・
文

化
の
薫
り
た
だ
よ
う
催
し
物
が

数
多
く
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
中
か
ら
、 

牧  
阿  
佐  
美 
バ

ま
き 

あ 

さ 

み

レ
ヱ
団
に
よ
る
「
白
鳥
の
湖
」

公
演
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
と
い
う

と
、
か
つ
て
は
一
部
の
人
に
好

ま
れ
る
高
尚
な
芸
術
と
い
う
感

じ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
で

は
、
都
市
部
を
中
心
に
バ
レ
エ

教
室
が
増
え
て
お
り
、
新
見
市

で
も
習
い
事
と
し
て
多
く
の
子

ど
も
さ
ん
が
レ
ッ
ス
ン
を
受
け

ら
れ
、
発
表
会
も
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
度
公
演
が
行
わ
れ
る

「
牧
阿
佐
美
バ
レ
ヱ
団
」
は
、

映
画「
Ｓ
ｈ
ａ
ｌ
ｌ 
ｗ
ｅ 
ダ
ン

ス
？
」
に
も
出
演
さ
れ
た
日
本

を
代
表
す
る
バ
レ
リ
ー
ナ
の
一

人
、 

草  
刈  
民  
代 
さ
ん
が
所
属
す

く
さ 
か
り 
た
み 

よ

る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
日

本
で
も
有
数
の
バ
レ
エ
団
で
す
。

クラシックバレエ 「白鳥の湖」 公演

市市
長長
室室
だだ
よよ
りり

新
見
市
で
は
、
こ
の
国
内
最
高

峰
の
バ
レ
エ
団
に
新
見
で
公
演

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
を

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
同
バ
レ

ヱ
団
が
今
年
初
め
て
行
う
貴
重

な
地
方
公
演
が　

月　

日（
土
）

１１

２２

に
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
ま
な
び
広
場
に
い

み
大
ホ
ー
ル
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ

レ
エ
の
代
名
詞
と
も
言
え
る

「
白
鳥
の
湖
」を
全
幕
公
演
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。「
白
鳥
の
湖
」

は
、
一
人
の
バ
レ
リ
ー
ナ
が
清

楚
な
ヒ
ロ
イ
ン
（
オ
デ
ッ
ト
）

と
妖
艶
な
悪
女（
オ
デ
ィ
ー
ル
）

を
演
じ
分
け
る
と
こ
ろ
が
見
ど

こ
ろ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

多
く
の
み
な
さ
ん
に
ご
来
場
い

た
だ
き
、
美
し
い
音
楽
や
磨
き

抜
か
れ
た
華
や
か
な
舞
台
を
会

場
で
ご
堪
能
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。　

月　

日

１１

２２

は
「
い
い
夫
婦
の
日
」。
大
切

な
人
と
一
緒
に
す
ば
ら
し
い
芸

術
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■司会　内藤雄介アナウンサー（NHK岡山放送局）
■入場　入場無料
　・１歳以上のお子様から入場整理券が必要です。
　・入場整理券１枚につき２名様まで入場できます。
■申込方法　入場整理券をご希望の人は、往復はがきに必要事項のみを記入の
うえお申込みください。
　・往信用裏面　�郵便番号�住所�名前�電話番号
　・返信用表面　�郵便番号�住所�名前
　※紙・シール等の貼り付け、修正液の使用はご遠慮ください。
■申込先　〒７１８-８５０１ 新見市新見３１０－３
　新見市役所企画課内「ＮＨＫ真打ち競演」係
■申込締切　１１月２０日�必着
　※応募者多数の場合は抽選のうえ、１１月下旬（予定）に当落結果をお送りします。
■放送日　〔ラジオ第一放送・全国放送〕平成２１年２月２３日� ２１：０５～２１：５５　平成２１年３月２日� ２１：０５～２１：５５
　　　　　※放送日は変更になる場合があります。当日の新聞等でご確認ください。
■問い合わせ先　
　企画課企画政策係（��６１１４）８：３０～１７：１５（但し、閉庁日を除く）      ホームページ ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｃｉｔｙ．ｎｉｉｍｉ．ｏｋａｙａｍａ．ｊｐ/
　ＮＨＫ岡山放送局（�０８６-２１４-４７１４）９：３０～１９：００（但し、土日祝日を除く） ホームページ ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｎｈｋ．ｏｒ．ｊｐ/ｏｋａｙａｍａ/

●日時 １２月１３日� 開場予定/午後５時３０分、開演予定/午後６時１５分、終演予定/午後８時３０分
●会場 まなび広場にいみ 大ホール （住所：新見市新見１２３－２／��６１１０）

「 真 打 ち 競 演 」公開録音観覧者募集

往
復
は
が
き
記
入
例

　ＮＨＫ岡山放送局と新見市では、ＮＨＫラジオ第１放送の「真打ち競演」（全国放送）の公開録音を実施

します。この番組は、選りすぐりの出演者による落語・漫才・漫談を楽しんでいただく演芸番組です。

　「これぞ真打ち！」という名人芸をたっぷりとご堪能ください。

ゲ
ス
ト

■返信〈表〉 ■往信〈裏〉

■往信〈表〉 ■返信〈裏〉

新
見
市
新
見
三
一
〇
�
三

新
見
市
役
所
企
画
課
内

N
H
K「
真
打
ち
競
演
」係

こ
こ
に
は
何
も
記
入

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

�
郵
便
番
号

�
新
見
市
□
□
町
○
○
番
地

　
　
　
（
申
込
者
住
所
）

�
申
込
者
氏
名

�
電
話
番
号

新
見
市
□
□
町
○
○
番
地

　
　
（
申
込
者
住
所
）

□
□
○
○
様　

　
　
（
申
込
者
氏
名
）

７１８  ８５０１

ナンセンス ケーシー高峰 古今亭菊之丞 コント山口君と竹田君 鯉川のぼる 三遊亭歌司

ご応募に関する個人情報は、抽選結果のご連絡に使用させていただきます。また、ＮＨＫが受信料のお願いやイベントの案内に使用する場合があります。
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点
線
で
切
り
取
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

半額利用券
●有効期限  平成２１年２月２８日（土）

問い合わせ先　健康づく り 課（��６１２９）

　スポーツを通した健康増進、リラクゼーショ
ンおよびコミュニケーションの場として、広く
市民のみなさんに施設をご利用いただくため、
各世帯に「半額利用券」を２枚ずつ配布します。
　この券を利用すれば利用料金が半額となりま
すので、点線に沿って切り取り、受付に提示の
うえ、ご利用ください。

■対象者
　４０歳以上の人
■対象施設
　プール、フィットネス（トレーニングルーム
を含む）
　※浴場のみの利用はできません。

新見市健康増進施設
「げんき広場にいみ」

 半額利 用 券 を
ご利用ください

げ ん き 広場 に いみ

半額利用券
●有効期限  平成２１年２月２８日（土）

問い合わせ先　健康づく り 課（��６１２９）

げ ん き 広場 に いみ

　※６５歳以上の人、障害者の人は（  ）の料金と
なります。（ただし、証明できるものが必
要です）

■有効期限
　平成２１年２月２８日�
■問い合わせ先
　健康づくり課（��６１２９）

一日利用一時利用■料金

１,０５０円（５３０円）６３０円（３２０円）通常利用料金

  ５３０円（２７０円）３２０円（１６０円）半額券利用の場合

一般

割引

一般

割引

　

元
哲
多
町
議
会
議
員
の
川
上

陸
夫
さ
ん
（
哲
多
町
矢
戸
・　
８８

歳
）
に
、 

旭  
日  
単  
光  
章 
が
授
与

き
ょ
く 

じ
つ 

た
ん 

こ
う 

し
ょ
う

さ
れ
ま
し
た
。

　

川
上
さ
ん
は
、
昭
和　

年
に

４２

哲
多
町
議
会
議
員
に
初
当
選
し
、

以
後
昭
和　

年
ま
で
通
算
３
期

５８

　

年
に
わ
た
り
、
情
熱
を
持
っ

１２て
町
政
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

哲
多
町
議
会
副
議
長
、
経
済
建

設
常
任
委
員
会
委
員
長
、
文
教

厚
生
常
任
委
員
会
副
委
員
長
な

ど
を
務
め
ら
れ
、
哲
多
町
の
発

展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
旧
哲
多
町
消
防
団
長

や
旧
哲
多
町
商
工
会
副
会
長
な

ど
も
歴
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

高
齢
者
叙
勲
（
旭
日
単
光
章
）

川か
わ

   
 

上  

陸 

夫

 
  

 
 
さ
ん

か
み 

む
つ 

お

■日　程　受付　１３：００～１３：５０
　　　　　式典・アトラクション・懇親会　１４：００～
■場　所　まなび広場にいみ
■対象者　
　昭和６３年４月２日から平成元年４月１日まで
に生まれた人で、新見市に住所を有している人。
　※対象者には１１月初旬に案内状を送付します
が、届かない場合は早めにご連絡ください。

　　また、市外就学者・就業者で、新見市に住所
を有していない人については、案内状の送付を
行いませんが、参加申込書にご記入のうえ、申
込みいただければ出席できますので、ぜひご参
加ください。
　　参加申込書は、まなび広場にいみ受付、市役所
受付、各支局、各市民センターに置いています。
■問い合わせ先
　生涯学習課生涯学習係（��６１４７）

平成２１年

１ 月２日
（ 金 ） 新見市
成人式
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点
線
で
切
り
取
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

利用施設
プール・フ ィッ トネス（トレーニングルームを含む）
※半額利用券１枚につき、１名の利用が可能です。

　　生年月日　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　（男・女）

年齢　　　　　　　　　
　　　　　　　才

（生年月日・年齢をご記入ください）

利用施設
プール・フ ィッ トネス（トレーニングルームを含む）
※半額利用券１枚につき、１名の利用が可能です。

　　生年月日　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　（男・女）

年齢　　　　　　　　　
　　　　　　　才

（生年月日・年齢をご記入ください）

国民健康保険税

支払い 方法の変更が
可能になりま し た！
　今年度から特別徴収（年金からの天引き）の対象
となった人で、次の条件に該当する場合には、銀行
口座からの納付が可能となりました。
※原則は年金からの特別徴収であり、納付方法の変
更を希望しない人は申請の必要はありません。
■対象者
　過去に国民健康保険税を滞納したことがなく、現
在、国民健康保険税の口座引き落としを行っている
人、または、これから口座引き落としで国民健康保
険税を支払う予定の人
　※申請の方法などについては、税務課までお問い
合わせください。

■問い合わせ先
　税務課市民税係（��６１１７）

　平成２０年４月から、新見市国民健康保険に加入されている満４０歳から７４歳の人は、新見市
国民健康保険の実施する特定健康診査を受診していただくこととなっています。
　この健診は、メタボリックシンドロームに着目した健診で、内臓脂肪の蓄積や高血圧など
の生活習慣病を防ぎ、重症化を予防することを目的としています。
　まだ健診を受けておられない人は、ぜひ受診してください。
　詳しくは、お送りしている特定健康診査受診券等をご覧ください。
　特定健康診査は次の医療機関で受けることができます。

■問い合わせ先　
　市民課国保年金係（��６１２３）　健康づくり課健康づくり係（��６１２９）

も う特定健診を
受けられましたか？

電話番号所在地医療機関

７２－８７０１新見７４１阿新生協 阿新診療所

７６－１８３５石蟹６０上江洲医院

７２－０２１４西方４２６－１太田病院

７２－３３７７新見１２５３－１作野医院　

７２－２１１０新見８２７－１新見中央病院　

７２－８４６６西方４６３－６松尾医院　

７２－７８３８高尾２４８７－２０吉田医院　

電話番号所在地医療機関

７４－３１８０土橋２４０６湯川診療所

７２－３１０５高尾７９３－６長谷川紀念病院

７２－２１２３新見２０３２－１５渡辺病院

９８－２５００大佐小阪部１４７０大佐診療所

９６－９１８８
哲多町本郷
１３３４－１

国際貢献大学校
メディカルクリニック

９４－９２２４哲西町矢田３６０４哲西診療所
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農
家
の
み
な
さ
ん
も
、
事
業

を
さ
れ
て
い
る
人
と
同
様
に

「
収
入
金
額
」か
ら「
必
要
経
費
」

を
差
し
引
い
て
所
得
金
額
を
計

算
す
る
「
収
支
計
算
」
に
よ
り

申
告
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

●
収
入
金
額
と
は

・
農
産
物
の
販
売
代
金
（
米
、

野
菜
、
果
樹
、
牛
な
ど
）

・
自
家
用
消
費
の
農
産
物
（
保

有
米
、
自
家
消
費
野
菜
や
果

樹
な
ど
）

・
共
済
等
補
て
ん
金
ほ
か

●
必
要
経
費
と
は

・
農
業
の
た
め
の
種
苗
、
肥
料

農
薬
、
飼
料
、
農
機
具
購
入
、

修
理
、
刈
り
取
り
、
乾
燥
、

燃
料
、
作
業
用
衣
類
、
諸
材

料
な
ど
の
費
用

　

申
告
会
場
に
は
、
こ
れ
ら
収

入
金
額
と
必
要
経
費
（
領
収
書

等
を
添
付
）
を
記
入
し
た
「
収

支
内
訳
準
備
表
」
を
作
成
し
、

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
告
の
際
に
「
収
支

内
訳
準
備
表
」
を
作
成
し
て
い

な
い
場
合
は
、
各
会
場
で
作
成

し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　

「
収
支
内
訳
準
備
表
」は
新
見

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
暮
ら
し
の

便
利
帳
�
市
税
�
税
の
お
知
ら

せ
�
農
業
所
得
の
申
告
方
法
）

ま
た
は
税
務
課
、
各
支
局
総
務

課
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
に
備
え

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
市
民
税
係
（
�
�
６

１
１
７
）

申
告
に
は

「
収
支
内
訳
準
備
表
」

が
必
要
で
す
！

農
業
所
得 
の
あ
る

み
な
さ
ん
へ

■問い合わせ先　新見税務署（��０９５１）

１１月１１日～１７日は税を考える週間です。
テーマは 「IT化・国際化と税」

期間中、国税庁ホームページに「特集コーナー」を開設します。ぜひ、ご覧ください。  http:/ /www . nta .  go.  jp

　国税庁では、申告・納税の際の納税者の利
便性の向上を図るため、e-Taxや国税庁ホー
ムページにおける「確定申告書等作成コーナ
ー」など、ITの活用を推進しています。

　国税庁は、各国との間で相互信頼・協力を強めて、
税務行政の国際化に積極的に対応するとともに、国
際的租税回避や移転価格の問題などに的確に対応す
るため、調査体制の充実・強化を図っています。

Ｉ
Ｔ
化

国
際
化

【租税作品の展示】

【年末調整説明会】

場　所日　程内　容

にいみプラザ１１月５日�～１６日�
習字・作文

サンパーク新見１１月１８日�～２４日�

対象地域対象者開催場所開催時間開催日

市内（大佐・神郷・哲多町・
哲西町を除く地域）

法人

新見商工会議所５階
新見市高尾２４７５-７

１０：００～１１：３０１１月１８日
� １３：３０～１５：００

個人１０：００～１１：３０
１２月３日
�

市内（大佐・神郷・哲多町・
哲西町の地域）

法人
個人

１３：３０～１５：００

★新見税務署からのお知らせ★
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学童軟式野球大会なども開催
◆大佐グラウンドで竣工式

　９月２８日�、大佐小南で建設工事が進められ

ていた大佐グラウンドが完成し、竣工式が行わ

れました。

　オープニングでは関係者が色とりどりの風船

を大空に飛ばし、その後、阿哲商工会とボラン

ティアによるソメイヨシノの植樹なども行われ

ました。

　グラウンドでは早速、学童軟式野球大会や

ゲートボール大会も開かれ、参加者たちは新し

く完成したグラウンドで心地よい汗を流してい

ました。

大きな笑いに包まれました！
◆まなび広場でピオーネ寄席

　１０月１１日�、まなび広場にいみで本市ピオー

ネ大使を務める落語家・桂三枝さんによる独演

会「ピオーネ寄席」が開催されました。

　今年で６回目を迎え、三枝さんをはじめ、弟

子の 桂三歩 さんと 桂三金 さんが出演し、創作落
かつらさんぽ かつらさんきん

語５席を披露しました。

　会場に詰めかけた約８００人の市民らは、次々

と繰り出される熟練の話芸に魅了され、会場は

大きな笑いに包まれました。

多彩なイベントで観客を魅了！
◆法曽陶芸館で炎の祭

　１０月１９日�、法曽陶芸館で第２回炎の祭が開

催され、県内外から多くの人が会場を訪れまし

た。

　当日は、９時から縄文野焼きの火入れを行っ

たほか、地元バンドによる演奏や西アフリカの

伝統的な打楽器「ジャンベ」と縄文太鼓による

演奏なども行われました。

　また、大道芸人ギリヤーク尼ヶ崎さんによる

「情念の踊り」も披露されるなど、来場者は存分

に秋の一日を満喫しました。
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スポーツを通して市民が交流
◆新見市健康づくりスポーツ祭

　１０月５日�、正田の憩いとふれあいの公園を

主会場に、新見市健康づくりスポーツ祭が開催

されました。

　あいにくの雨にもかかわらず、多くの市民が

参加し、実施された各競技を通じて互いに交流

を深めました。

　また、今回から新たに加わった「親子フット

サル」の競技では、小学生とその保護者がチー

ムを作り、ゴールを目指して心地よい汗を流し

ながら、最後まで真剣に競技に取り組んでいま

した。

資源ゴミの分別なども体験
◆こどもエコフェスタが開催

　９月２８日�、正田の憩いとふれあいの公園・

屋内ゲートボール場でこどもエコフェスタが開

催され、多くの家族連れが会場を訪れました。

　空き缶やペットボトルなどの分別体験やペー

パークラフトの作成コーナーなどが設けられた

ほか、ステージでは環境紙芝居なども披露され

ました。

　また、市民ボランティアによるフリーマー

ケットなども開かれ、会場は終日賑わいをみ

せ、来場者らは楽しいひとときを過ごしていま

した。

古式ゆかしく行われました！
◆土下座まつり

　１０月１５日�、大名行列が新見の市街地を練り

歩く「土下座まつり（ 御  神  幸  武  器  行  列 ）」が行
ご しん こう ぶ き ぎょう れつ

われました。

　先導役の先払いの掛け声とともに、総勢６４人

が弓や槍などを手に街を歩き、昔ながらのお国

入りの様子を再現しました。

　また、市内の小学生による子ども大名行列や

勇壮な 神  輿 が後に続き、会場周辺は大変な賑わ
み こし

いとなりました。
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■相談窓口・問い合わせ先　商工観光課商工労政係（��６１３７）

創業・起業 新分野進出
新たに事業を始めようとお考えの人

を応援します。
新分野に事業を拡げようとお考えの人＆

　市では、地域内の雇用拡大策の１つとして、市内で新たに事業を始めようとお考えの人や新しい分野に

事業を拡げようとお考えの人を対象とした相談窓口を開設しています。

　窓口では、新たに事業を始める場合の会社設立の手順や事業計画についての相談をはじめ、従来の事業

分野とは異なった分野への事業拡大を検討されている事業者の人を対象にした支援策のご案内や、製品開

発の技術支援・経費支援などの各種相談に応じています。

　相談は無料で、相談内容に関する秘密は厳守されますので、お気軽にご相談ください。

・新たに会社を設立したいが、どうすれば会社を設立できるのか？

・新たな事業を始めるにあたって、どういった法律が関係するのか？

・新商品を開発するための技術支援や資金援助について　　など

１１月は市税滞納整理強化月間です。

■
市
税
収
入
の
状
況

　

市
税
の
年
間
収
入
額
は
約　

億
円
で
、

３５

本
市
が
提
供
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
経
費
を
ま
か
な
う
た
め
の
重

要
な
自
主
財
源
で
す
。
三
位
一
体
改
革

に
よ
る
地
方
へ
の
税
源
移
譲
の
機
運
が

高
ま
る
中
、
市
税
収
入
の
健
全
な
確
保

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

納
税
者
の
公
平
性
の
み
な
ら
ず
、「
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
着
実
に
推
進

す
る
た
め
に
も
、
全
力
を
挙
げ
て
滞
納

整
理
に
取
り
組
み
、
収
納
率
を
高
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
滞
納
整
理
の
強
化

　

本
市
で
は
市
税
の
納
付
率
の
向
上
と

未
納
税
額
の
解
消
を
図
る
た
め
、「
新
見

市
滞
納
対
策
特
別
本
部
」
を
設
置
し
、

未
納
税
額
に
対
す
る
徴
収
強
化
を
図
り

ま
す
。

　

本
年
度
は
、　

月
を
市
税
滞
納
整
理

１１

強
化
月
間
と
し
て
、
未
納
者
に
対
し
て

徹
底
し
た
財
産
調
査
（
不
動
産
、
預
貯

金
、
給
与
、
家
賃
、
売
掛
金
等
）
や
戸

別
訪
問
を
行
い
、
納
付
相
談
・
指
導
を

強
化
し
、
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
差

押
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す
。

■
滞
納
整
理
の
対
象

　

本
年
度
は
市
税
に
限
ら
ず
、
介
護
保

険
料
、
水
道
使
用
料
、
下
水
道
使
用
料
、

下
水
道
受
益
者
負
担
金
、
保
育
料
な
ど

の
公
共
料
金
も
同
時
に
納
付
相
談
・
指

導
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

滞
納
対
策
特
別
本
部
事
務
局

　

（
税
務
課
収
税
係
内
�
�
６
１
１
６
）

納
期
限
が
過
ぎ
た
市
税
な
ど
は
早
め
に
自
主
納
付
を
し
ま
し
ょ
う

24時間３６５日利用できます
岡山県・市町村電子申請システム

　岡山県・市町村電子申請システムとは、

市町村への申請や届け出などの手続きを

自宅や職場からインターネットを通じて、

２４時間３６５日行うことを可能にするシス

テムです。ぜひご活用ください。

■対象手続

　本市では、住民票の写し交付請求、身

分証明書交付請求、軽自動車税納税証

明書(車検用)交付請求、市県民税所得証

明書交付請求、犬の登録事項変更届、

新見駅前自転車等駐車場月極利用申請

などの手続が電子申請の対象となって

います。

■利用方法

　岡山県・市町村電子申請システムホー

ムページをご覧ください。

※手続によっては利用者登録、住民基本

台帳カード等が必要な場合があります。

■岡山県・市町村電子申請システムホー

ムページ

　http://www.pref.okayama.jp/e-entry/

※新見市ホームページ

　（http://www.city.niimi.okayama.jp/）

　からも利用できます。

■問い合わせ先

　情報政策課情報政策係（��６１１５）

相談例
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　この運動は、火災が発生しやすい季節を迎えるにあた

り、火災予防について一層の普及を図ることで、火災の

発生を防止し、高齢者等を中心とする死者の発生を減少

させ、財産の損失を防ぐことを目的としています。

平成２０年度全国統一防火標語

秋の火災 予防運動

火の取扱いに
ご注意ください！

火の用心火の用心 ７つ７つのポイントのポイント

○家のまわりに燃えやすいものを置かない。

○寝たばこやたばこの投げ捨てはしない。 

○天ぷらを揚げるときは、その場を離れな

い。

○風の強いときは、たき火をしない。  

○子供には、マッチやライターで遊ばせな

い。

○電気器具は正しく使い、たこ足配線はし

ない。

○ストーブには、燃えやすい

　ものを近づけない。

住宅防火 いのちを守る住宅防火 いのちを守る７つ７つのポイントのポイント

�３つの習慣�
○寝たばこは、絶対にしない。
○ストーブは、燃えやすいものから離れた場所で使
用する。

○ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を
消す。

�４つの対策�
○逃げ遅れを防ぐため、住宅用火災警報器を設置す
る。

○寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐため
に、防炎製品を使用する。

○火が小さいうちに消すために、住宅用消火器等を
設置する。

○お年寄りや身体の不自由な人を守るた
め、隣近所の協力体制をつくる。

一般住宅にも一般住宅にも
住宅用火災警報器住宅用火災警報器のの
設置設置がが義務化義務化！！

　平成１９年（１月～１２月）の住宅火災による

死者（全国）……１,１４８人

そのうち、逃げ遅れによるもの……６９７人

●設置期限

　○新しく住宅を建てるときは

　　……平成１８年６月から

　○すでにお住まいの住宅は

　　……平成２３年５月３１日までに

購入に際しての注意点

ＮＳマークの付いた商品を購入しま

しょう。（ＮＳマークは基準に適合し

ています。）

出火原因の第１位は出火原因の第１位は放火放火ですです！！

「放火を防ぐ６つのポイント」

○家のまわりには、段ボールなど燃えやす
いものは置かない。
○門灯等をつけて明るくする。
○物置や車庫にも鍵をかける。
○ゴミは決められた場所・収集日の朝に出
す。
○車やオートバイ等のカバーは防炎製品に
する。
○郵便受けの新聞やチラシ等は放置せず必
ず取り入れる。
※日頃から放火をされない環境づくりに心
がけてください。

■問い合わせ先　消防本部予防課（��２１１９）

１１月９日�～１１月１５日�

３つの習慣・４つの対策

ＮＳマーク

火のしまつ 君がしなくて 誰がする

全国消防イメージキャラクター

消太
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　　 市営住宅 入居者募集
市営住宅の入居者を次のとおり募集します 。

■申込方法　入居希望者は、１１月１７日�までに、都市整備課に備え付けの用紙でお申込みください。

　　　　　　申込みに際しては、所得制限等がありますので、詳しくはお問い合わせください。

　　　　　　※入居決定については、抽選とします。

■問い合わせ先　都市整備課都計・住宅係（��６１１８）

■団地名および募集戸数

その他家　賃募集戸数面　積構造規模団地名

単身者可
２０,０００円
（定額）

１３９.３０�
木造平屋建
１ＬＤＫ

大井野（大佐大井野）
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

単身者不可
３６,０００円
（定額）

１８６.２５�
木造２階建
３ＤＫ

神郷新郷（神郷釜村）

　

市
有
地
の
競
売
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。
な
お
、
入
札
に
参

加
い
た
だ
く
場
合
に
は
、
こ
の
ほ

か
に
必
要
な
事
項
が
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
「
入
札
案
内
書
」
を
ご

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

請
求
の
う
え
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

■
競
売
物
件

　

建　

物　

２
７
１
・
０
０
㎡

　

宅　

地　

７
６
４
・
９
９
㎡

　

雑
種
地　

５
９
１
・
９
２
㎡

〈
所
在
地
〉

　

新
見
市
哲
西
町
矢
田
３
１
９
７
、

　

３
１
９
８
�
３
、
３
２
１
５
�

５
の
３
筆

■
競
売
方
法

　

一
般
競
争
入
札

■
入
札
方
法
お
よ
び
条
件
等

　

●
新
見
市
契
約
規
則
の
規
定
に

よ
り
実
施
し
ま
す
。

　

●
風
俗
営
業
お
よ
び
こ
れ
ら
に

類
す
る
業
へ
の
利
用
を
禁
止

し
ま
す
。

　

●
現
状
の
ま
ま
引
き
渡
し
ま
す
。

引
き
渡
し
後
は
ど
の
よ
う
な

事
態
に
も
市
は
一
切
の
責
任

を
負
い
ま
せ
ん
。

■
入
札
保
証
金

　

入
札
金
額
の
５
パ
ー
セ
ン
ト
以

上
を
入
札
前
の
受
付
時
に
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

■
売
買
代
金
の
納
入

　

落
札
者
は
、
契
約
締
結
時
に
売

買
代
金
の
１
割
以
上
を
内
金
と
し

て
納
入
し
、
契
約
後　

日
以
内
に

３０

残
金
を
完
納
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
登
記
手
続
き

　

所
有
権
移
転
登
記
手
続
き
は
、

売
買
代
金
完
納
後
、
市
が
行
い
ま

す
。
た
だ
し
、
こ
の
登
記
に
必
要

な
登
録
免
許
税
は
、
落
札
者
の
負

担
と
な
り
ま
す
。

■
入
札
日
時

　
　

月　

日
�

１１

２０

　

・
受
付
開
始　
　

時　

分
〜　

１３

３０

１４

時

　

・
入
札
開
始　
　

時　

分
〜

１４

１０

■
入
札
場
所　

新
見
市
役
所
ふ
れ

あ
い
会
館
２
階
会
議
室

■
入
札
物
件
の
下
見

　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時
ま

１１

１３

１４

１５

で

　

※　

時　

分
に
市
役
所
玄
関
前

１３

３０

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
現
地

に
直
接
行
っ
て
い
た
だ
い
て

も
構
い
ま
せ
ん
。

■
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
管
財
係

　

（
�
�
６
１
２
８
）

競
売
公
告
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農
地
改
良（
か
さ
上
げ
）に
は

　
　

届
け
出
が
必
要
で
す
！

　

最
近
、
廃
土
を
農
地
に
埋
め

立
て
る
な
ど
の
事
例
が
増
加
し
、

周
辺
農
地
や
住
民
に
対
し
て
影

響
が
出
る
な
ど
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

農
地
改
良
（
か
さ
上
げ
）
に

伴
う
埋
め
立
て
は
、
農
業
経
営

改
善
に
役
立
つ
場
合
の
み
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

単
な
る
残
土
の
埋
め
立
て
や
埋

め
立
て
後
の
土
地
を
農
地
以
外

に
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
農
地
は
食
料
を
安
定

供
給
す
る
ほ
か
、
自
然
環
境
を

守
り
、
住
民
の
生
活
・
生
命
を

守
る
な
ど
国
土
保
全
に
多
面
的

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

事
前
に
必
ず
届
け
出
を
！

　

農
地
を
守
る
た
め
、
農
地
の

埋
め
立
て
（
か
さ
上
げ
）
に
は

農
業
委
員
会
へ
の
届
け
出
が
必

要
で
す
。

　

必
ず
事
前
に
届
け
出
を
す
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
農
地
改
良
を
行
う
際

に
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

①
工
事
完
了
後
は
、
利
用
計
画

ど
お
り
耕
作
す
る
こ
と

②
耕
作
に
適
す
る
土
で
埋
め
立

て
る
こ
と

③
か
さ
上
げ
を
す
る
場
合
は
、

周
囲
の
土
地
の
高
さ
と
著
し

い
差
が
生
じ
な
い
こ
と

④
付
近
の
農
作
物
や
公
衆
衛
生

に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と

⑤
用
排
水
路
の
機
能
を
損
な
わ

な
い
こ
と

⑥
工
事
完
了
後
は
、
速
や
か
に

農
地
改
良
完
了
報
告
書
を
提

出
す
る
こ
と

⑦
工
事
期
間
は
、
３
か
月
以
内

（
一
期
作
範
囲
）
に
完
了
す

る
こ
と

　

く
わ
し
く
は
、
お
近
く
の
農

業
委
員
ま
た
は
農
業
委
員
会
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局
（
�
�

６
１
０
６
）

農業振興地域変更申請

今年度の締切は

１ １ 月 末です！

　農業振興地域の農用地区域に指定されている

農地は、法律により、原則として農業以外の用

途には使用できません。

　ただし、やむを得ず農地を宅地等に転用する

場合には、農地転用の前に、農用地区域からの除

外手続きを行うことが法律で定められています。

　計画変更には日数が掛かりますので、余裕を

もって早めに除外申出手続きを行ってください。

注）土地条件等により除外出来ない場合もあります。

■申請・問い合わせ先

　農林課農業畜産振興係

　（��６１３３）

　大佐支局経済建設課

　（��２１１３）

　神郷支局経済建設課

　（��６１１３）

　哲多支局経済建設課

　（��２１１３）

　哲西支局経済建設課

　（��２１１３）

愛玩鳥飼養調査愛玩鳥飼養調査

を実施します ！

　市および岡山県高梁家畜保健衛生所では、国内

で高病原性鳥インフルエンザが発生した際、感染

の拡大を防ぐため、各家庭で飼育されている鶏や

チャボなどの愛玩鳥について、次により調査を行

います。

　該当の愛玩鳥を１羽以上飼養されている場合は、

電話またはファックスでお知らせください。

■対象となる愛玩鳥

　鶏、チャボ、烏骨鶏、あひる、アイガモ、ダチョ

ウ、キジ、うずら、七面鳥、ほろほろ鳥、その他

（屋外で飼養している鳥）

■報告内容

　住所、氏名、電話・FAX番号、鳥の種類、羽数、

肉・卵の販売の有無および販売先、販売先住所・

電話番号

◆報告期限　１２月１９日�

◆報告・問い合わせ先

　農林課農業畜産振興係

　（��６１３３  FAX �６１８１）

　大佐支局経済建設課（��２１１３）

　神郷支局経済建設課（��６１１３）

　哲多支局経済建設課（��２１１３）

　哲西支局経済建設課（��２１１３）
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　井倉峡の紅葉を楽しみながら、井倉駅から草
間自然休養村までの約４キロを歩く『駅から歩
こう』を開催します。美しい紅葉とそば打ち体
験を、ぜひお楽しみください。なお、そば打ち
体験を希望される場合は、事前申込みが必要で
すので、商工観光課までご連絡ください。

■日　時　１１月１５日�
　　　　　８：５０　ＪＲ井倉駅集合
　　　　　９：００　出発
■コース
　井倉駅から県道５０号線を経由して草間自然休
養村まで
　※ＪＲ井倉駅にて解散となります
■参加費　無料
　※そば打ち体験希望の場合は、体験料１, ０００円
が必要となります。
■申込締切　１１月１３日�（そば打ち体験のみ）
　※「駅から歩こう」への
参加については、事前申
込みは必要ありません。
■問い合わせ先
　商工観光課観光振興係
　（��６１３６）

か ら こう

～そばの里
　草間カルスト台地を訪ねて～

駅 歩

■日　時　１１月３０日�　１回目　１２：００～
　　　　　　　　　　　２回目　１４：００～

■場　所　満奇洞

■入場料　入洞料のみ　※再入場が可能です

■問い合わせ先
　商工観光課観光振興係（��６１３６）

 『face to ace』
ライブ開催！

フェイス 　　　   トウ 　　　  エース

　元 聖  飢  魔 
せい き ま

 Ⅱ のギタリストとして活躍した
つ

 ＡＣＥ と、 本  田  海月 のユニット「face to ace」が、
エース ほん だ くらげ

満奇洞でライブを実施します。

　２人だけのコンパクトなセットですが、バン

ド演奏に匹敵する音を再現します。鍾乳洞に響

き渡るエレキギターとシンセサイザーの音色を

ぜひお聴きください。

気
軽
に
取
り
組
む

エ
コ
ラ
イ
フ

エ
コ
ラ
イ
フ

～一人ひとりができる地球温暖化防止活動～
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
も
っ
と
気
軽
に
で
き

る
の
が
「
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル 
ｅ 

イ
ー

ス
タ
ー
ト
」。５
秒
で
時
速　

�
を

２０

目
安
に
ゆ
っ
く
り
走
り
出
す
と
、

約　

パ
ー
セ
ン
ト
も
燃
費
が
向
上

１１
す
る
そ
う
で
す
。（
出
典

チ
ー

ム
・
マ
イ
ナ
ス
６
%
（
注
２
）
）

　

時
間
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
、
ゆ

っ
た
り
し
た
気
分
で
運
転
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

（
注
１
）
大
気
圏
に
あ
っ
て
、
地

表
か
ら
放
射
さ
れ
た
赤
外
線
の
一

部
を
吸
収
す
る
こ
と
に
よ
り
温
室

効
果
を
も
た
ら
す
二
酸
化
炭
素
な

ど
の
気
体
の
総
称

（
注
２
）日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
を
1
9
9
0
年
に
比
べ
て
６

パ
ー
セ
ン
ト
削
減
す
る
こ
と
を
目

的
に
行
わ
れ
て
い
る
国
民
的
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

　

こ
の
コ
ラ
ム
に
関
す
る
ご
意

見
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
生
活
環

境
課
（
�
�
６
１
２
４
）
ま
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

地
球
温
暖
化
は
、
全
世
界
で
深

刻
な
問
題
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
解
決
す
る
た

め
、
世
界
が
協
力
す
る
こ
と
を
定

め
た
「
京
都
議
定
書
」
に
つ
い
て
、

今
年
４
月
か
ら
第
一
約
束
期
間
に

入
り
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
、
日
本
は
２
０
１
２

年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
（
注
１
）

排
出
量
を
６
パ
ー
セ
ン
ト
削
減

（
１
９
９
０
年
比
）す
る
こ
と
を
約

束
し
て
お
り
、
こ
れ
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と

り
の
協
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
気
軽
に
取

り
組
め
る
エ
コ
ラ
イ
フ
を
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。
地
球
温
暖
化
防
止

活
動
を
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

第
１
回
目
は
「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

の
す
す
め
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

以
前
か
ら
い
わ
れ
て
い
る
「
ア

イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
」。効
果
が

あ
る
の
は
分
か
る
け
れ
ど
、
な
か

な
か
信
号
待
ち
で
エ
ン
ジ
ン
を
止

め
ら
れ
な
い
、
と
い
う
人
も
少
な
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昨年度の様子昨年度の様子

　第５６回新見阿哲駅伝競走大会が開催されます。

秋空の下、各チームが健脚を競います。みなさ

んふるってご参加ください。

■日時　１１月１６日�　９：００～１２：１５

■場所　新見市役所哲多支局周辺

　　　　（男子：６人２４.２�、女子：４人１２.１�）

■参加資格

　いずれも新見市に居住・勤務・通学している人

　・高校生の部

　・一般の部

　・女子の部

　（高校生以上の女子。高校生と一般の混成チ

ームも可。）

■申込締切　１１月１１日�必着

■申込み・問い合わせ先

　新見市体育協会事務局

　（生涯学習課内　��６１４７）

新見阿哲新見阿哲
駅伝競走大会駅伝競走大会

第 ５６ 回
晴れの国おかやま国体３周年記念事業

ソフ ト ボー ル フ ェステ ィ バル
　 坂  井  寛  子 さん、 谷  川 ま

さか い ひろ こ たに がわ

きさんを講師にお招きし、

ソフトボールの普及と競

技力の向上を目的に「ソ

フトボールフェスティバ

ル」を開催します。

　北京五輪金メダリスト

らトップレベルの選手に

よる指導を受けるチャン

スです。ぜひご参加くだ

さい。

■日時

　１２月７日�　８：３０～１２：００

■場所

　新見市憩いとふれあいの公園ピオーネ球場

■参加費　無料

■申込締切　１１月２７日�

■主催　新見市教育委員会

■主管　新見市ソフトボール協会

■申込み・問い合わせ先

　新見市ソフトボール協会事務局（新見市民体

育館��７３８９［ＦＡＸ兼］）

■内　容

　「エクセル」を使った名簿や決算報告書などの作

成（３回連続）

■対　象

　パソコンで漢字入力ができ、マウス操作ができ

る人

■日　時

　１１月２６日�、２７日�、　２８日�

　昼の部　１０：００～１２：００

　夜の部　１８：３０～２０：３０

■会　場　まなび広場にいみ２階パソコン教室

■参加費　１,０００円

■定　員　２０名（多数の場合は抽選）

■申込方法

　講座名（パソコン講座１１月「エクセルを楽しも

う！」昼の部または夜の部）、郵便番号、住所、

氏名、年齢、電話番号を記入して、ハガキまた

はＦＡＸで申込みください。また、まなび広場

にいみ受付に申込用紙を用意してありますので

ご利用ください。（電話では受付できません）

■申込締切

　昼の部・夜の部ともに

　１１月１８日�

■申込み・問い合わせ先

　〒７１８－８５０１

　新見市新見３１０－３

　生涯学習課生涯学習係

　（��６１４７　ＦＡＸ�６１２０）

パソコン講座�パソコン講座�
まなび広場にいみ主催

エクセルを楽しもう！  1 1月
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～ふるさと納税制度の紹介～
　４月から個人住民税の寄付金税制が大幅に拡充され、本市でも「ふるさ

とにいみ」を支援していただく「ふるさと納税制度」を開始し、本市の出

身者やゆかりのある人などに寄付をお願いしています。

ふ るさ と「 にい み」を
応援 し てく だ さ い！！

な
ど
）

な
ど
）

○○
にに
ぎぎ
わわ
いい
のの
魅魅
力力
都都
市市
づづ
くく
りり

（（
例
農
林
畜
産
業
の
振
興
、
観
光

例 
農
林
畜
産
業
の
振
興
、
観
光

の
振
興

な
ど
）

の
振
興　

な
ど
）

 

寄
付
を
す
る
に
は 

 

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

寄
付
の
手
続
き
は
市
ホ
ー
ム
ペ

　

寄
付
の
手
続
き
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
市
役
所
、
各
支
局
、
各
市

ー
ジ
や
市
役
所
、
各
支
局
、
各
市

民
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
窓
口
に
備
え

民
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
窓
口
に
備
え

付
け
て
あ
る
「
寄
付
申
出
書
」
に

付
け
て
あ
る
「
寄
付
申
出
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
市
総
務
課

必
要
事
項
を
記
入
し
、
市
総
務
課

ま
で
ご
送
付
く
だ
さ
い
。
後
日
、

ま
で
ご
送
付
く
だ
さ
い
。
後
日
、

市
か
ら
納
入
方
法
な
ど
の
詳
細
を

市
か
ら
納
入
方
法
な
ど
の
詳
細
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
金

　

ま
た
、
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
金

額
が
額
が
１１
万
円
以
上
の
場
合
は
、
お

万
円
以
上
の
場
合
は
、
お

礼
と
し
て
広
報
紙
や
地
域
特
産
品

礼
と
し
て
広
報
紙
や
地
域
特
産
品

を
お
送
り
し
ま
す
。

を
お
送
り
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
「
に
い
み
」
を
離
れ
、

　

ふ
る
さ
と
「
に
い
み
」
を
離
れ
、

ふ
る
さ
と
を
想
い
な
が
ら
活
躍
さ

ふ
る
さ
と
を
想
い
な
が
ら
活
躍
さ

れ
て
い
る
人
や
、
本
市
へ
の
思
い

れ
て
い
る
人
や
、
本
市
へ
の
思
い

入
れ
を
お
持
ち
の
人
な
ど
を
ご
紹

入
れ
を
お
持
ち
の
人
な
ど
を
ご
紹

介
い
た
だ
き
、
こ
の
「
ふ
る
さ
と

介
い
た
だ
き
、
こ
の
「
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
」
を
通
じ
た
ご
支
援
を

納
税
制
度
」
を
通
じ
た
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
す
。

■問い合わせ先　■問い合わせ先
〒　　〒７１８７１８--８５０１８５０１新見市新見 新見市新見３１０３１０--３３ 新見市役所総務企画部総務課総務係（新見市役所総務企画部総務課総務係（����６２０４６２０４ FAX　FAX ��３６０２３６０２））
新見市ホームページアドレス http：//www.city.niim　　新見市ホームページアドレス　http：//www.city.niimi.okayama.jp/i.okayama.jp/

 
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
と
は
？

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
と
は
、

　

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
と
は
、

「
新
見
を
応
援
し
た
い
」、「
新
見
に

「
新
見
を
応
援
し
た
い
」、「
新
見
に

貢
献
し
た
い
」
と
思
う
み
な
さ
ん

貢
献
し
た
い
」
と
思
う
み
な
さ
ん

の
気
持
ち
に
応
え
る
た
め
、

の
気
持
ち
に
応
え
る
た
め
、

５５
’’０
０
０

０
０
０
円
を
超
え
る
寄
付
を

円
を
超
え
る
寄
付
を

い
た
だ
い
た
場
合
、
一
定
の
限
度

い
た
だ
い
た
場
合
、
一
定
の
限
度

額
ま
で
所
得
税
や
個
人
住
民
税
が

額
ま
で
所
得
税
や
個
人
住
民
税
が

減
額
さ
れ
る
寄
付
制
度
で
す
。

減
額
さ
れ
る
寄
付
制
度
で
す
。

 
寄
付
金
は
何
に
使
わ
れ
る
の
？

み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
寄

　

み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
寄

付
金
は
、
次
の

付
金
は
、
次
の
４４
つ
の
メ
ニ
ュ
ー

つ
の
メ
ニ
ュ
ー

に
よ
る
「
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
に

に
よ
る
「
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
に

活
用
し
ま
す
。

活
用
し
ま
す
。

○○
うう
るる
おお
いい
のの
環環
境境
都都
市市
づづ
くく
りり

（（
例
情
報
・
通
信
網
の
充
実
、
生

例 
情
報
・
通
信
網
の
充
実
、
生

活
・
自
然
環
境
保
全
対
策
の
充

活
・
自
然
環
境
保
全
対
策
の
充

実

な
ど
）

実　

な
ど
）

○○
かか
がが
やや
きき
のの
文文
化化
都都
市市
づづ
くく
りり

（（
例
学
校
教
育
の
充
実
、
生
涯
学

例 
学
校
教
育
の
充
実
、
生
涯
学

習
・
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実

な
ど
）

習
・
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実　

な
ど
）

○○
やや
ささ
しし
ささ
のの
健健
康康
都都
市市
づづ
くく
りり

（（
例
高
齢
者
福
祉
の
充
実
、
児
童

例 
高
齢
者
福
祉
の
充
実
、
児
童

福
祉
・
子
育
て
支
援
の
充
実

福
祉
・
子
育
て
支
援
の
充
実　
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新春ロ ー ドレース大会
 参加者募集

　新春の市街地を走り抜ける第32回新見市新春
ロードレース大会を次のとおり開催しますので、
みなさん奮ってご参加ください。

■開催日　
　平成２１年１月３日�
　※小雨（小雪）決行

■コース
　まなび広場にいみ～新見市街地～まなび広場
にいみ

■参加区分　
　●小学生男子（４年生以上）
　●小学生女子（４年生以上）
　●中学生男子
　●中学生女子
　●高校生男子
　●高校生・大学生・一般女子
　●一般男子Ａ（４５歳未満）
　●一般男子Ｂ（４５歳以上）
　●一般男子Ｃ（６０歳以上）
  ※年齢は大会当日を基準とします。

■問い合わせ先
　新見市体育協会事務局（新見市教育委員会生涯
学習課内��６１４７）

ETC専
用
中国自動車道

「大佐スマートインターチェンジ」
を利用しましょうを利用しましょう！！

　ＥＴＣを利用して高速道路を走行した場合、

利用時間帯により、深夜割引や通勤割引が適用

され大変お得です。

■利用可能時間　６：００～２２：００

■利用可能車種

　ＥＴＣ車載器を搭載した二輪自動車、軽自動

車、普通車、中型車

　※大型車、特大車は利用できません。

■問い合わせ先

　企画課企画政策係（��６１１４）

　大佐支局総務課（��２１１１）

ステップアップ講座２００８「絵手紙講座 ～大切な人に心をこめて～」

●講　　師　 岩  城  恵  里 さん（日本絵手紙協会公認講師）
いわ しろ え り

●対 象 者　市内在住・在勤の人

●日程および内容

●定　　員　２０名

●申込期限　１１月２５日�

 受講料会　場内　　　容開催日時回

全３回で５００円
（ただし、材
料代として、
別途２５０円が必
要です）

まなび広場
３階学習室

絵手紙の基本
１１／２９（土）
１４：００～１６：００

第１回

まなび広場
３階学習室

年賀状作成 その①
１２／６（土）
１４：００～１６：００

第２回

新見市保健
福祉センター

年賀状作成 その② 
１２／１３（土）
１４：００～１６：００

第３回

　市では、男女共同参画講座（ステップアップ講座）として次の講座を計画し、現在、受講生を募集して

います。

※必要な道具はこちらで準備しますが、習字用の小筆、色塗り用の筆、顔彩などをお持ちの場合はご持参ください。

■申込方法

　ハガキ、ＦＡＸ、電子メールにて、住所・氏名・連絡先

　電話番号を記入のうえ、申込みください。

■申込み・問い合わせ先

　〒７１８－８５０１　新見市新見３１０－３　新見市役所企画課企画広報係

　（��６１１４　FAX�６２４３）　mail：kikaku@city.niimi.okayama.jp

※応募者多数の場合は抽選になります。
※託児室がありますのでご利用ください。（事前の申込みが必要です。）
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に
関
わ
る
仕
事
を
し
て
い
る

私
が
、
祖
父
母
に
教
わ
っ
た

こ
と
。
そ
れ
は
食
べ
物
に
対
す
る
感

謝
の
気
持
ち
で
す
。

　

幼
い
頃
か
ら
産
み
た
て
の
卵
を
拾

っ
た
り
、
山
に 
蕗 
や
椎
茸
を
採
り
に

ふ
き

行
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

土
用
の
こ
ろ
に
は
梅
を
干
し
、
正
月

前
の
餅
つ
き
で
は
祖
母
の
餅
を
丸
め

る
手
つ
き
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

味
噌
や
醤
油
を
作
る
た
め
に
大
釜
で

煮
た
大
豆
を
家
族
総
出
で
つ
ぶ
し
た

こ
と
も
あ
り
、
私
の
幼
い
頃
の
遊
び

や
思
い
出
は
、
食
に
関
す
る
こ
と
ば

か
り
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

　

戦
争
を
体
験
し
て
い
た
祖
父
に
、

茶
碗
に
ご
は
ん
粒
が
少
し
で
も
残
っ

て
い
る
と
怒
ら
れ
た
記
憶
も
あ
り
ま

す
が
、
日
本
人
が
大
切
に
し
て
き
た

「
も
っ
た
い
な
い
の
心
」を
教
え
て
く

れ
て
い
た
の
か
と
今
で
は
と
て
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。
農
作
物
を
作
る
苦

労
も
見
て
い
た
の
で
、
お
百
姓
さ
ん

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
、
ど
ん
な
物

に
も
命
が
あ
り
、
私
た
ち
が
生
き
て

い
く
た
め
に
、
そ
の
大
切
な
命
を
頂

戴
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
理
解
で

き
ま
し
た
。

　

食
事
の
と
き
に
使
う
「
い
た
だ
き

ま
す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
と
い
う

言
葉
も
、
日
本
の
大
切
な
食
文
化
で

す
。
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
発
祥
の
国
と
言

わ
れ
る
イ
タ
リ
ア
へ
行
っ
た
時
の
こ

と
。「
食
事
の
前
に
日
本
人
は
み
ん
な

手
を
合
わ
せ
る
が
、
ど
う
い
う
意
味

な
の
か
？
」
と
聞
か
れ
、
そ
の
意
味

を
う
ま
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
外
国
で
は
宗
教
的
な
祈

り
は
あ
る
そ
う
で
す
が
、
食
べ
物
や

生
産
者
に
対
す
る
感
謝
を
表
す
言
葉

食

まちや

むらの
 あ これれ

�
に
い
み
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
紀
行

は
ほ
と
ん
ど
無
い
ら
し
く
、
こ
の
日

本
特
有
の
す
ば
ら
し
い
言
葉
を
誇
り

に
思
い
、
ぜ
ひ
受
け
継
い
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

自
然
が
豊
か
な
こ
の
地
で
の
伝
統

料
理
に
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。
今
で

は
新
見
の
あ
ち
こ
ち
で
食
べ
ら
れ
て

い
る
「
け
ん
び
き
焼
き
」
や
「 
野  
方 

の 

が
た

 
汁 
」
も
、
成
人
す
る
ま
で
知
り
ま
せ

じ
るん

で
し
た
。
草
間
の
伯
母
に
「
け
ん

び
き
焼
き
」
の
由
来
を
聞
き
、
作
り

方
を
習
い
、
実
際
に
食
べ
る
こ
と
で

初
め
て
「
け
ん
び
き
焼
き
」
を
知
っ

た
気
が
し
ま
し
た
。

　

私
の
「
に
い
み
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
紀

行
」
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、

食
に
対
す
る
興
味
は
尽
き
る
こ
と
な

く
、
地
域
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽

し
み
な
が
ら
今
後
も
取
材
を
続
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

※スローフードとは……単に時間をかけて作った
り、ゆっくり食べることだけでなく、健康はも
ちろん、文化や伝統を意識した食事のこと。

※けんびき焼きとは……農繁期に働きすぎると
「けんびき」という肩こりの症状が出やすいので、
予防の意味で作業の合間に食べられていた。小
麦粉などの材料を混ぜたものの中にあんを入れ
て作るまんじゅうのようなもので、みょうがの
葉に包んで焼くものが多い。水が貴重な地域で
は、蒸さずにほうろく鍋で焼くところもある。
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５
月
号
か
ら
新
見
市

報
道
委
員
が
取
材
、
編

集
を
行
う
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
て
い
ま
す
。

　

季
刊
ご
と
に
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
身
近
な

話
題
を
お
届
け
し
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

〈
敬
称
略
〉

【
新
見
市
報
道
委
員
】

戸
田　
　

博（
上 

熊 

谷
）

古
屋　

和
夫（
正　
　

田
）

橋
本　

直
人（
新　
　

見
）

宮
田　

恵
介（
新　
　

見
）

吉
田　

政
子（
大
佐
田
治
部
）

中
田　

暘
子（
神
郷
油
野
）

小
川
け
い
子（
哲
多
町
田
淵
）

岡
崎　

洋
子（
哲
西
町
矢
田
）

仲
田　

康
豊

（
市
議
会
総
務
常
任
委
員
長
）

千
葉　

哲
也（
企
画
課
長
）

 ちょ っ
 と

  ひ と
 い き

頭打ちを行う
飛子の様子

郷 
下  
神  
代 
の
国
司
神

し
も 
こ
う 
じ
ろ

社
の
頭
打
ち
は
、
備

後
地
方
か
ら
伝
わ
っ
て
来
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
行
わ
れ
る
秋
祭
り
は
、

稲
の
刈
り
取
り
も
終
わ
っ
た

　

月
の
体
育
の
日
に
、
五
穀

１０豊
穣
や
家
内
安
全
を
祈
願
し

て
行
わ
れ
る
行
事
で
す
。

　

秋
祭
り
が
近
づ
く
と
、 

飛 
と
び

 
子 
を
務
め
る
小
学
生
児
童　

こ

１６

人
（
４ 
柄 
）
が
小
学
校
の
校

か
ら

庭
に
集
ま
り
、
一
週
間
、
毎

晩
稽
古
を
重
ね
ま
す
。
祭
礼

当
日
は
そ
れ
ぞ
れ
２
組
（
１

組
は
２
柄
８
人
）
に
分
か
れ

て 
当  
屋 
に
集
ま
り
、
赤
飯
の

と
う 

や

接
待
を
受
け
た
後
、
大
人
と

一
緒
に
衣
装
を
身
に
付
け
、

氏
子
２
０
５
戸
を
回
り
な
が

ら
国
司
神
社
へ
と
向
か
い
ま

す
。
頭
打
ち
の
陣
形
は
、
総

代
の 
御  
幣 
を
先
頭
に
、 幟

旗
 、

ご 

へ
い 

の
ぼ
り
ば
た

先
払
い
を
行
う 
猿
田
彦
命 
、

さ
る
だ
ひ
こ
の
み
こ
と

獅
子
舞
、
鐘
を
た
た
く
頭
取
、

飛
子
の
太
鼓
と
続
き
ま
す
。

　

頭
打
ち
が
当
屋
を
出
る
と

鐘
や
太
鼓
の
響
き
に
つ
ら
れ

て
、
氏
子
の
み
な
さ
ん
が
老

若
男
女
を
問
わ
ず
、
国
司
神

社
に
参
拝
し
て
祈
願
を
し
、

秋
の
一
日
の
大
変
に
ぎ
や
か

な
祭
り
が
始
ま
り
ま
す
。

　

頭
打
ち
で
は
、
当
屋
を
出

て
す
ぐ
に
行
う
�
道
行
き
�、

各
戸
を
回
っ
て
神
社
の
鳥
居

に
着
い
た
ら
行
う
�
鳥
の
切

上
げ
�、
拝
殿
前
で
行
う
�
コ
ッ

ト
イ
の
切
上
げ
�
な
ど
の
舞

を
踊
り
ま
す
。
そ
の
後
に
本

殿
の
周
り
を
２
周
ま
わ
っ
て

（
お
宮
巡
り
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
）
か
ら
神
社
の
庭
で
全

員
が
集
ま
り
、
最
後
は
盛
大

に
舞
を
踊
り
ま
す
。
切
上
げ

で
は
�
コ
ッ
ト
イ
�、�
ザ
ゴ
ザ

ン
�
の
２
通
り
を
、
庭
踊
り
で

は
７
通
り
の
踊
り
を
行
っ
て
、

祭
り
の
祭
典
が
始
ま
り
ま
す
。

　

そ
し
て
祭
典
が
終
わ
っ
た

あ
と
、
最
後
に
お 
神  
輿 
の
送

み 

こ
し

り
と
迎
え
の
頭
打
ち
を
行
っ

て
、
よ
う
や
く
一
日
の
頭
打

ち
が
す
べ
て
終
わ
る
の
で
す
。

　

飛
子
の
み
な
さ
ん
、
今
年

も
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

� 
国  
司 
神
社
の 
頭  
打 
ち

く
に 

し 

か
し
ら 

う

頭
打
ち
の
由
来
…
…
頭
打
ち
は
も

と
も
と
�
神
祇
打
ち
�
と
呼
ば
れ
て

い
た
も
の
で
、
神
祇
（
じ
ん
ぎ
）
と
は
、

天
と
地
の
神
（
天
神
地
祇
）の
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。ま
た
、 勅
撰
和
歌
集 

ち
ょ
く
せ
ん
わ
か
し
ゅ
う

の
中
に
は
、
神
事
や
祭
礼
、
神
社
参

拝
の
際
に
詠
ん
だ
�
神
祇
歌
（
じ
ん

ぎ
か
）�と
い
う
歌
も
あ
る
。

神
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た
め
に
は
、
人
と
の
関
係
や
一

人
ひ
と
り
の
思
い
や
り
が
必
要

か
と
思
い
ま
す
。
団
体
の
中
で

の
行
動
や
言
動
は
、
相
手
に
は

一
つ
間
違
え
る
と
「
小
さ
な
親

切
、
大
き
な
お
世
話
」
と
な
り
、

お
節
介
者
と
し
て
誤
解
を
招
き
、

そ
の
後
も
修
復
が
で
き
な
い
こ

と
が
多
々
あ
り
、
心
を
痛
め
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

社
会
に
お
い
て
も
総
意
の
名

の
元
に
�
数
�
の
多
数
に
よ
り

物
事
を
決
め
る
こ
と
が
数
多
く

あ
り
、
善
悪
の
判
断
に
苦
し
む

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
私
自
身
、
市
が
提
唱
す

る
「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
」
に
で
き
る
だ
け
努
力
・
精

進
し
な
が
ら
今
後
も
貢
献
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
定
年
を
迎
え
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
力
を
入
れ
て
毎
日

頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

在
職
中
か
ら
少
し
ず
つ
や
っ
て

い
た
こ
と
で
す
が
、
私
な
り
に

今
一
度
見
直
す
時
期
に
来
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　

年
明
け
早
々
か
ら
大
雪
・
水

害
等
が
各
地
で
発
生
し
、
被
害

者
や
行
方
不
明
者
が
た
く
さ
ん

出
る
な
ど
、
誠
に
残
念
で
悲
し

く
思
い
ま
す
。
捜
索
活
動
や
消

火
活
動
等
に
は
行
政
の
絶
大
な

る
支
援
が
重
要
で
す
が
、
そ
れ

以
上
に
組
織
的
な
支
援
団
体
等

の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

市
に
つ
い
て
は
他
の
地
域
と
比

較
し
て
も
遅
れ
て
い
る
と
は
思

い
ま
せ
ん
が
、
今
以
上
に
行
う

『ひとりごと』

 山  上   勝 也   さん

やま がみ かつ や

〔神郷釜村〕62歳

提案＆お便りの送り方

�１０月号で配布した専用用紙ま
たはハガキに、①提案②住所
③氏名④年齢⑤電話番号を書
いてお送りください。
�専用用紙は、折りたたむと封
書になります。切手をはらず
にポストに入れてください。
（来年の３月末まで使用でき
ます）
�ファックス、電子メールでも
受け付けていますのでご利用
ください。

送 付 先

〒７１８-８５０１
新見市新見３１０-３
新見市役所企画課
「提案＆お便り」係
�FAX 72-6243
�電子メール
　idea@city.niimi.
　　　 okayama.jp

下
の
匿
名
希
望
の
欄
の
「
は
い
」
に
○

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
住
所
、
氏
名
の
記
入
が
な
い

も
の
は
「
市
報
に
い
み
」
に
掲
載
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
で
つ
く

る
「
提
案
＆
お
便
り
」
コ
ー
ナ

ー
で
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
の
提
案
や
市
政
に
つ
い
て

の
ア
イ
デ
ア
、
意
見
・
要
望
な
ど
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
、
一
部
を
こ
の
コ
ー
ナ

ー
で
紹
介
し
ま
す
。
日
頃
の
く
ら
し
の

中
で
、
思
う
こ
と
や
気
づ
い
た
こ
と
な

ど
何
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お

便
り
く
だ
さ
い
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
市
長
か
ら
回
答
し
ま
す
の
で
、
住

所
、氏
名
は
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

「
市
報
に
い
み
」
に
掲
載
す
る
場
合
に

は
、
匿
名
扱
い
も
可
能
な
の
で
、
用
紙

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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筆
者
は
左
側

 植  松   百  合 子   さん（４９歳）（旧姓：渡邊）

うえ まつ ゆ り こ

三重県桑名市（出身：新見市唐松）

の
も
と
で
お
花
に

携
わ
る
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
花
の
世
界
も
旬
が

な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

季
節
の
変
化
を
感
じ
つ
つ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

ホ
テ
ル
、
百
貨
店
な
ど
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

を
手
掛
け
る
手
伝
い
を
し
、
花
の
持
つ
力
を

再
認
識
す
る
日
々
で
す
。

　

一
等
星
の
輝
く
日
に
は
星
空
の
美
し
い
新
見
を
頭

に
描
き
、
一
人
住
む
母
に
想
い
を
馳
せ
、
豊
か
な
自

然
を
残
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
見
上
げ
て
い
ま
す
。

　
　

※
朱
夏
…
青
春
に
続
く
中
年
時
期
の
こ
と
。

　
　
　

家
住
期
…
…
結
婚
し
て
子
を
も
う
け
、
仕
事
に
励
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

で
家
に
住
む
時
期
の
こ
と
。

山
を
こ
が
す
紅
葉
の
美
し
さ
に
、
故
郷
新
見
の

風
景
が
頭
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

　

新
見
を
離
れ
て
早
や　

年
。
こ
こ
三
重
県
桑
名
市

３５

に
来
て　

年
が
経
ち
ま
し
た
。 

揖  
斐 
、 

長  
良 
、
木
曽

い 

び 

な
が 

ら

２０

川
の
河
口
に
位
置
し
、
昔
は
東
海
道　

番
目
の
宿
場

４２

町
、
松
平　

万
石
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
と
こ
ろ

１１

で
す
。「
そ
の
手
は
桑
名
の 
焼
蛤 
」
と
言
わ
れ
、
日

や
き
は
ま
ぐ
り

本
一
や
か
ま
し
い 
石
取
祭 
、 

多  
度  
大  
社 
の
上
げ
馬
神

い
し
と
り
ま
つ
り 

た 

ど 

た
い 
し
ゃ

事
で
、
ま
た
今
は
ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
で
も
熱

狂
し
ま
す
。

　

同
級
生
に
は
す
で
に
孫
が
い
る
人
も
い
ま
す
が
、

私
は
ま
だ
小
学
生
の
子
ど
も
が
い
て
、
慌
た
だ
し
い

朱
夏
の
家
住
期
（
※
）

真
っ
た
だ
中
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
オ
ー
ナ
ー

★

　Hello! My name is Jamie Mariko Kanki. I am 
from Kansas City, Missouri in America. I am a 
fourth generation Japanese-American. Kansas 
City is known for BBQ, fountains, and jazz music. 
We are also home to the Kansas City Chiefs 
football team. Kansas City's sister city in Japan is 
Kurashiki. Five years ago, I was fortunate enough 
to spend some time there. I loved Okayama-ken 
and its rich culture, and I requested to be placed 
here on the JET program. As you could probably 
guess, moving from one country to another can be 
a difficult transition. However, I am extremely 
happy to be in Niimi. It is a beautiful place and the 
people are very welcoming. I had no expectations 
when I came, but after spending a few months 
here, everything I could have hoped for has been 
exceeded. The teachers and students I work with 
are wonderful. I have never looked forward to 
going to school as much as I do now. It will be easy 
to call this place "home".

Yoroshiku onegaishimasu!

ジ
ェ
イ
ミ
ー
・
カ
ン
キ
さ
ん

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ミ
ズ
ー
リ
州
出
身

哲
多
中
、
井
倉
中
に
勤
務

　こんにちは！私はジェイミー・マリコ・カンキといいま
す。アメリカ合衆国ミズーリ州のカンザスシティ出身で、
日系４世になります。カンザスシティはバーベキューや
泉、ジャズが有名なところです。それにアメリカンフッ
トボールのカンザスシティチーフズの本拠地でもありま
す。日本では倉敷市が姉妹都市になっていて、５年前、し
ばらくそこで生活する機会があり、とても幸せでした。
私は岡山も岡山の素晴らしい文化も好きだったので、Ｊ
ＥＴプログラム（語学指導等を行う外国青年招致事業）で
こちらへ派遣されることを願っていました。みなさんも
分かると思いますが、外国へ出るということは、大きな変
化を伴います。しかし、私は新見に来られたことをもの
すごく喜んでいます。美しい自然があり、市民のみなさ
んも大歓迎してくれます。こちらへ来たばかりのころは
不安ばかりでしたが、数か月も経てば、何もかもが私が願
っていた以上のものとなりました。一緒に働く先生やそ
この生徒もみんな素晴らしく、これまでに感じたことが
ないくらい、学校へ行くのが楽しみで仕方ありません。
すぐに新見を“ふる里”と呼べるようになると思います。
　ヨロシク　オネガイシマス！
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新
見
市
健
康
増
進
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
健

康
づ
く
り
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た

結
果
、「
ス
ト
レ
ス
が
あ
る
」
と
感
じ
て
い
る

人
が　

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
悩

７６

み
を
相
談
す
る
窓
口
を
知
っ
て
い
る
」
と
答
え

た
人
の
割
合
は　

パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
結
果
が

２３

出
て
い
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
に
よ
り
心
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
さ
な

い
よ
う
、
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
方
法
を
持
つ

こ
と
や
悩
み
を
相
談
す
る
窓
口
を
見
つ
け
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

 

心
の
健
康「
う
つ
病
の
予
防
」に 

 

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

人
は
誰
で
も
気
分
が
め
い
っ
た
り
、
孤
独
感

を
感
じ
た
り
、
物
事
に
対
し
て
お
っ
く
う
に
な

っ
た
り
し
ま
す
。
通
常
は
時
間
が
解
決
し
て
く

れ
る
こ
と
が
多
く
、
し
ば
ら
く
す
る
と
治
ま
る

の
で
す
が
、
時
に
抑
う
つ
的
な
状
態
が
長
く
続

く
と
う
つ
病
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

う
つ
病
は
、
抑
う
つ
的
な
気
分
だ
け
で
な
く
、

身
体
に
も
様
々
な
形
で
現
れ
ま
す
。
し
か
も
、

そ
れ
が
う
つ
病
の
症
状
で
あ
る
こ
と
に
、
本
人

だ
け
で
な
く
近
く
に
い
る
家
族
で
さ
え
も
気
付

き
に
く
く
、
仕
事
や
人
間
関
係
、
体
調
不
良
、

性
格
の
せ
い
で
あ
る
と
思
っ
て
見
過
ご
し
て
し

心
の
健
康 「
う
つ
病
の
予
防
」 に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
！

ま
う
こ
と
も
多
々
あ
り
、
こ
の
た
め
、
悩
ん
だ

り
、
ひ
き
こ
も
っ
た
り
、
時
に
は
死
に
た
く
な

る
衝
動
に
か
ら
れ
る
な
ど
、
本
人
を
苦
し
め
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

最
近
行
わ
れ
た
国
内
調
査
に
よ
る
と
、
約　
１５

人
に
１
人
が
う
つ
病
を
経
験
し
て
い
る
と
い
う

結
果
も
あ
り
、
誰
で
も
発
症
す
る
可
能
性
が
あ

る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
う
つ
病
は
き
ち
ん
と

治
療
す
れ
ば
回
復
で
き
る
病
気
な
の
で
す
。

　

周
り
の
人
も
含
め
て
う
つ
病
の
サ
イ
ン
に
早

め
に
気
付
き
、
治
療
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

※
う
つ
病
に
な
ら
た
い
た
め
に
普
段
か
ら
気
を

付
け
る
こ
と

◎
毎
日
の
小
さ
な
イ
ラ
イ
ラ
に
は
・
・
・
自
分

な
り
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
（
ス
ポ
ー
ツ
、
趣
味

な
ど
）
を
持
つ
こ
と
が
有
効
で
す
。

◎
少
し
深
刻
な
問
題
が
あ
る
時
は
・
・
・
問
題

を
整
理
し
て
解
決
の
選
択
肢
を
考
え
る
。
自
分

一
人
で
解
決
で
き
な
い
問
題
は
、
早
め
に
誰
か

（
専
門
家
等
）
に
相
談
す
る
。
よ
く
眠
れ
な
い

等
の
症
状
が
あ
る
時
は
迷
わ
ず
受
診
す
る
。

※
「
う
つ
病
自
己
チ
ェ
ッ
ク
」
で
現
在
の
状
況

を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

〈
チ
ェ
ッ
ク
項
目
〉

�
毎
日
の
生
活
に
充
実
感
が
な
い
。

�
こ
れ
ま
で
楽
し
く
で
き
て
い
た
こ
と
が
、
苦

痛
に
な
っ
た
。

�
以
前
は
簡
単
に
で
き
て
い
た
こ
と
が
、
今
で

は
お
っ
く
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

�
自
分
が
役
に
立
つ
人
間
だ
と
思
え
な
い
。

�
わ
け
も
な
く
疲
れ
た
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。

〈
判
定
方
法
〉

　

こ
の
５
項
目
の
う
ち
２
つ
以
上
に
該
当
し
、

そ
の
状
態
が
２
週
間
以
上
ほ
ぼ
毎
日
の
よ
う
に

続
き
、
そ
の
た
め
、
つ
ら
い
気
持
ち
に
な
っ
た

り
毎
日
の
生
活
に
支
障
が
出
た
り
す
る
時
に
は

う
つ
病
を
発
症
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
不
眠
や
食
欲
不
振
が
長
く
続

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
場
合

に
は
早
め
に
医
療
機
関
、
保
健
所
（
月
２
回
専

門
医
の
相
談
が
あ
り
ま
す
。
予
約
が
必
要
で

す
。）、
市
役
所
健
康
づ
く
り
課
な
ど
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
健
康
づ
く
り
課
（
�
�
６
１
２
９
）

　

新
見
保
健
所
（
�
�
５
６
９
１
）　

「心の健康づくり」を行いましょう。

《健康増進計画イメージ
  キャラクター》

ニッヒーくん★
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検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診検診
日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程日程

休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日休日
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療 診療時間はいずれも

9時から17時までです。

担当病院

高尾高西町・介護老人保健施設
　　　　　　　　　　「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所
　　　　　　　　　　　（��０３３４）

診 療 日：月～金曜日　
休 診 日：毎週土曜日、日曜日、祝日
診療時間：１９時～２１時
診療科目：内科、小児科

高尾高西町・介護老人保健施設
　　　　　　　　　 「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所
　　　　　　　　　 （��０３３４）

新見水舟・市役所前
新見市休日歯科診療所
　　　　　　　　　 （��８０８３）
受付時間　午前９時から午後４時　

内科

歯科

詳細は、「新見市保健事業年間計画表」を確認してください。
対象地区の詳しい地区割りについては検診が近づきましたらお知らせします。

●子宮がん検診（集団検診）
受付時間会　　場曜日月　日

１０：００～１１：３０

新 見 商 工 会 議 所
月１１月１０日

１３：３０～１４：３０
１０：００～１１：３０

火１１月１１日
１３：３０～１４：３０
１０：３０～１１：００千 屋 市 民 セ ン タ ー

水１１月１２日
１３：３０～１４：００菅 生 市 民 セ ン タ ー
１０：００～１０：３０豊 永 市 民 セ ン タ ー

木１１月１３日 １３：００～１３：３０草 間 市 民 セ ン タ ー
１４：３０～１５：００井 倉 市 民 セ ン タ ー
１０：００～１１：３０

新見市保健福祉センター
金１１月１４日

１３：３０～１４：００
１０：００～１１：３０

月１１月１７日
１３：３０～１４：３０

詳細は、「新見市保健事業年間計画表」を確認してください。
対象地区の詳しい地区割りについては検診が近づきましたらお知らせします。

●乳がん検診（集団検診）
受付時間会　　場曜日月　日

１０：００～１１：００
千 屋 市 民 セ ン タ ー木１１月６日

１３：３０～１４：３０
１０：００～１１：００

菅 生 市 民 セ ン タ ー金１１月７日
１３：３０～１４：００
１０：００～１１：００

おおさ総合センター

火１１月１８日
１３：３０～１４：３０
１０：００～１１：００

水１１月１９日
１３：３０～１４：３０
１０：００～１１：００木１１月２０日
１０：００～１１：００

き ら め き 広 場・哲 西

金１１月２１日
１３：３０～１４：３０
１０：００～１１：００

火１１月２５日
１３：３０～１４：３０
１０：００～１１：００水１１月２６日
１０：００～１１：００

神 郷 保 健 セ ン タ ー

木１１月２７日
１３：３０～１４：３０
１０：００～１１：００

金１１月２８日
１３：３０～１４：３０
１０：００～１１：００月１２月１日
１０：００～１１：００

哲 多 総 合 セ ン タ ー

火１２月２日
１３：３０～１４：３０
１０：００～１１：００

水１２月３日
１３：３０～１４：３０
１０：００～１１：００

木１２月４日
１３：３０～１４：３０
１０：００～１１：００

金１２月５日
１３：３０～１４：３０

１１月９日（日）
新見市　太田病院 �７２-０２１４
庄原市 細川医院 �０８４７７-２-００５４
真庭市 金田病院（内・外）�０８６７-５２-１１９１
真庭市　中井医院（内） �０８６７-４４-４８４８

１１月１６日（日）
新見市 渡辺病院 �７２-２１２３
庄原市 東城病院 �０８４７７-２-２１５０
真庭市 勝山病院（内・外）�０８６７-４４-３１６１
真庭市　イケヤ医院（内） �０８６７-４２-０１２２
真庭市　廣恵医院（内・外）�０８６６-５２-５０２０

１１月２３日（日）
新見市 長谷川紀念病院 �７２-３１０５
庄原市 こぶしの里病院 �０８４７７-２-５２５５
真庭市 落合病院（内） �０８６７-５２-１１３３
真庭市 金田病院（外） �０８６７-５２-１１９１
真庭市 新庄村診療所（内）
  �０８６７-５６-３２５５

１１月２４日（月）
新見市 新見中央病院 �７２-２１１０
庄原市 瀬尾医院 �０８４７７-２-００２３
真庭市 近藤病院（内・外）�０８６７-４４-２６７１
真庭市　まにわ整形外科（外）
  �０８６７-４２-７３００
真庭市　吉弘クリニック（内）
  �０８６６-５２-２７０４

１１月３０日（日）
新見市 長谷川紀念病院 �７２-３１０５
庄原市 東城病院 �０８４７７-２-２１５０
真庭市 湯原温泉病院（内・外）
  �０８６７-６２-２２２１
真庭市 前原医院（内） �０８６７-４２-５２６７
真庭市 さとう医院（外） �０８６６-５２-９８９８

１２月７日（日）
新見市 新見中央病院 �７２-２１１０
庄原市 三上クリニック �０８４７７-２-１１５１
真庭市 河本病院（内・外）�０８６７-５５-２１２１
真庭市 片岡医院（内） �０８６７-６２-３４００

●ひよこクラス（育児相談）

対象者　２歳未満の乳幼児をもつ保護者、妊婦
内　容　希望者は身体計測（身長・体重）、座談会、育児相談
持参するもの　　母子手帳

時　　間会　　場曜日月　日
１３：３０～１５：００新見市保健福祉センター月１１月１７日

●ＢＡＢＹすくぅーる（小児科医師講話、育児・離乳食相談）

対象者　６～８か月の乳児をもつ保護者
内　容　�離乳食のすすめ方　栄養士の講話、離乳食のデモンストレーショ
ン、試食　�小児科医師の講話「乳児期に気をつけたい病気のお話」　岡山大
学医学部　小田　慈（おだ　めぐみ）教授　�育児相談、体重測定（希望者）
用意するもの　母子手帳、筆記用具、子ども用のスプーンとお茶

対 象 児受付時間会　　場曜日月　日
平成２０年４月生１３：１５～１５：００

（受付１３：００～）
新見市保健福祉センター月１２月１日

５月生・６月生

●3～4か月児健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成２０年７月生１３：００～１３：１５新見市保健福祉センター水１１月１２日

対 象 児受付時間会　　場曜日月　日
平成２０年２月生１３：３０～１４：００新見市保健福祉センター火１１月２５日

●9～10か月児健康診査

●1歳6か月児健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１９年４月生１３：００～１３：３０新見市保健福祉センター火１１月１１日

●2歳6か月児健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１８年４月生
１３：００～１３：３０新見市保健福祉センター火

１１月４日
平成１８年５月生１２月２日

●3歳児健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１７年４月生１３：００～１３：３０新見市保健福祉センター火１１月１８日

※６５歳～６９歳の人は、６０歳～６４歳までの間に献血の経験がある人に限られます。
※身分確認ができる物を持参してください。
※詳細は新見市保健事業年間計画表を確認してください。

●献血
受付時間会　　場曜日月　日
９：３０～１１：００新 見 市 大 佐 支 局

木１１月６日
１４：３０～１５：３０大 佐 荘

準準準準準準準準準準夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜間間間間間間間間間間準夜間
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療
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勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
主
催
教

養
講
座　

受
講
生
募
集
！

○
フ
ッ
ト
サ
ル
講
座

・
日
時

　
　

月　

日
�
〜
平
成　

年
１
月

１１

１３

２１

　

日
�　

毎
週
木
曜
日　

時
〜

１５

１９

　

時
（　

／　

、
１
／
１
は
休

２１

１１

２０

み
）

・
会
場

　

市
民
体
育
館
、
城
山
体
育
館

・
講
座
回
数　

９
回

・
募
集
定
員　
　

名
２０

・
受
講
料　

３
０
０
円

○
華
道
講
座

・
日
時

　
　

月　

日
�
〜
平
成　

年
２
月

１１

１２

２１

４
日
�　

毎
週
水
曜
日　

時
〜

１９

　

時　

分
（　

／　

は
休
み
）

２０

３０

１２

３１

・
会
場

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
研
修
室

・
講
座
回
数　
　

回
１２

・
募
集
定
員　
　

名
１５

・
受
講
料　

１
’０
０
０
円
程
度

○
カ
ク
テ
ル
作
り
講
座

・
日
程

　
　

月　

日
�
、　

月　

日
�

１１

２２

１２

２０

　
　

時
〜　

時

１９

２１

・
会
場

　

新
見
市
高
尾
２
４
５
６

　

ド
リ
ン
ク
ハ
ウ
ス　

ベ
ル

・
講
座
回
数　

２
回

・
募
集
定
員　
　

名
１０

・
受
講
料　

１
’０
０
０
円

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

（
�
�
７
３
８
９
）

警
察
の
相
談
窓
口
に 

ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　

県
警
察
本
部
で
は
、
犯
罪
を
な

く
し
「
安
全
で
安
心
な
生
活
」
を

確
保
す
る
た
め
、
警
察
本
部
と
各

警
察
署
に
警
察
安
全
相
談
窓
口
を

設
け
、
県
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
る
各
種
の
相
談
や
要
望
な

ど
に
お
応
え
し
て
い
ま
す
。

　

電
話
で
の
相
談
は
、
各
警
察
署

の
代
表
電
話
の
ほ
か
、
全
国
統
一

の
警
察
安
全
相
談
専
用
電
話
と
し

て
「
＃
９
１
１
０
」
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
県
警
察
本
部
に
は
次
の
相

談
電
話
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
、
お
早
め
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
相
談
窓
口
電
話
番
号

・
犯
罪
被
害
者
や
家
族
の
人
か
ら

の
相
談

　

（
�
０
８
６
�
２
３
３
�
８
３
４
９
）

・
被
害
の
未
然
防
止
に
関
す
る
相

談
な
ど

　

（
�
０
８
６
�
２
３
３
�
０
１
１
０
）

・
性
犯
罪
被
害
相
談

　

（
�
０
１
２
０
�
０
０
１
�
７
９
７
）

・
暴
力
団
に
関
す
る
相
談
や
情
報

　

（
�
０
８
６
�
２
３
３
�
８
９
３
０
）

・
少
年
に
つ
い
て
の
相
談

　

（
�
０
８
６
�
２
３
１
�
３
７
４
１
）

知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

建
退
共
制
度

　

こ
れ
は
、
建
設
現
場
で
働
く
人

の
た
め
の
、「
中
小
企
業
退
職
金

共
済
法
」
と
い
う
法
律
に
よ
る
国

の
退
職
金
制
度
で
す
。

　

事
業
主
の
人
は
、
現
場
で
働
く

労
働
者
の
共
済
手
帳
に
、
働
い
た

日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済

証
紙
を
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建

設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と

き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払

う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体
で

の
退
職
金
制
度
で
す
。

■
加
入
で
き
る
事
業
主

　

建
設
業
を
営
む
人

■
対
象
と
な
る
労
働
者

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

■
掛
金　

日
額
３
１
０
円

○
特
徴

・
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、

申
込
手
続
は
簡
単
で
す
。

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま

す
。

・
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま

す
が
、法
人
は
損
金
、個
人
で
は

必
要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、
税

法
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金

は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ

れ
ま
す
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
建
退
共
（h

t

tp
：
//w
w
w
.k
e
n
taik
y
o
.tais
y
o
k

u
k
in
.g
o
.jp
/

）」
に
退
職
金
の
試
算

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
請
求
な
ど
、

建
退
共
制
度
に
つ
い
て
の
情
報
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度

ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
し
ら
せ

ままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちののののののののののののののののののののすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすががががががががががががががががががががたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたまちのすがたままままままちちちちちちののののののすすすすすすががががががたたたたたたまちのすがた
■国民健康保険税５期 
　＜納期限：１２月１日＞
■介護保険料５期
　＜納期限：１２月１日＞
■後期高齢者医療保険料５期
　＜納期限：１２月１日＞

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料市税・保険料市市市市市市税税税税税税・・・・・・保保保保保保険険険険険険料料料料料料市税・保険料

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

合併当初のようす

総人口　37， 049人
　　男　17， 661人
　　女　19， 388人
世帯数　12， 614世帯

（平成１７年３月３０日現在）

◆面　積　793.27k㎡
◆ひとのうごき（　）内は前月比較
　総人口　35， 449人（－２９人）
　　男　　16， 885人（－２０人）
　　女　　18， 564人（－９人）
　出生…１８人　　転入…６２人
　死亡…３５人　　転出…７４人
　世帯数　13， 099世帯（－２６世帯）
　 （平成２０年９月末日現在）
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■
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
０
０
�
０
８
２
７

　

岡
山
市
平
和
町
５
�　
　

岡
山

１０

建
設
会
館
内

　

建
退
共
岡
山
支
部

　

（
�
０
８
６
�
２
２
５
�
４
１
３
３
）

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」 

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

岡
山
地
方
法
務
局
お
よ
び
岡
山

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

　

月　

日
�
か
ら　

日
�
ま
で
の

１１

１７

２３

７
日
間
を
全
国
一
斉
「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と

し
て
、
臨
時
電
話
回
線
を
増
設
し
、

一
級
建
築
士
に
よ
る
設
計
や
法

適
合
チ
ェ
ッ
ク
が
平
成　

年
５

２１

月　

日
か
ら
義
務
づ
け
ら
れ
ま

２７
す
。

※
建
築
士
事
務
所
の
所
属
建
築
士

名
簿
、
業
務
報
告
書
は
登
録
し

て
い
る
県
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

（
６
月　

日
か
ら
）

２０

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
建
築
指
導
課
建
築
審
査

班
（
�
０
８
６
�
２
２
６
�
７

５
０
２
）

次
の
と
お
り
電
話
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
期
間

　
　

月　

日
�
〜　

日
�

１１

１７

２３

■
時
間

　

８
時　

分
〜　

時
ま
で

３０

１９

　

（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は　
１０

時
〜　

時
）

１７

■「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　

電
話
番
号

　

（
�
０
５
７
０
�
０
７
０
�
８
１
０
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
地
方
法
務
局
新
見
支
局　

　

（
�
�
３
１
０
３
）

①
重
要
事
項
説
明
の
義
務
づ
け

　
　

建
築
士
は
、
設
計
や
工
事
監

理
の
契
約
締
結
時
に
、
建
築
主

に
対
し
て
設
計
の
詳
細
な
内
容

等
を
説
明
し
ま
す
。
こ
の
と
き

建
築
士
免
許
証
を
提
示
し
、
重

要
事
項
の
書
面
を
交
付
し
ま
す
。

②
建
築
士
名
簿
の
閲
覧
が
可
能
に

　

な
り
ま
す
。

　
　

一
級
建
築
士
は
国
で
、
二
級

建
築
士
お
よ
び
木
造
建
築
士
は

登
録
し
て
い
る
県
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

③
構
造
／
設
備
設
計
一
級
建
築
士

　

資
格
の
創
設

　
　

高
度
な
専
門
能
力
を
必
要
と

す
る
一
定
規
模
以
上
の
建
築
物

に
つ
い
て
、
構
造
／
設
備
設
計

建
築
士
法
が
改
正
さ
れ
、新
し

い
建
築
士
制
度
が
ス
タ
ー
ト
！

〈　

月　

日
か
ら
〉

１１

２８

新見市立新見図書館 ��２８２６

学術交流センター図書館 ��０６６４

哲西図書館 ��２１１０

風広場おおさ図書コーナー ��２３０４

やまびこ広場神郷図書コーナー ��６１１０

２００８ 第６２回 読書週間 １０月２７日�～１１月９日�
（文化の日を中心に２週間）

標語「おもわぬ出会いがありました。」

○読書週間こどもお楽しみ会　～おかやま学びフェスタ２００８協賛～
　日時　１１月８日�　１４：００～１５：００
　内容　絵本の読み聞かせ
　　　　紙芝居、人形劇、うたあそび、手あそび、やさしい工作など。
○こども映画会
　日時　１１月８日�　１５：００～１５：５０
　内容　アニメ「ふしぎの国のアリス」ほか
○郷土歴史文学講座

　「 二人内蔵助 とその子孫の業績」
ふたりくらのすけ

　　～政治家・文筆家・学者・医師・歌手など～

　　講師　郷土文学研究家　　 森  　  幸 影氏
もり こう えい

　第２回　１１月１２日�　１３：３０～１５：３０
　　　　　内容　「鶴見家一族の功績」
　第３回　１１月１９日�　１３：３０～１５：３０
　　　　　内容　「大石家を訪ねて～その今昔」
○国際ふれあい講座
　～海外の文化・生活を知る交流会～
　日時　１１月２９日�　１４：００～１５：３０
　講師　英語指導助手　タラ・アライアスさん
　　　　　　　　　　　デイブ・コリモアさん
○ブックスタート
　日時　１１月２５日�　乳児健康診査（９～１０か月）時
　　　　１３：３０～１５：００
　会場　新見市保健福祉センター（金谷）２階　プレイルーム
　対象　乳児（平成２０年２月出生児）と保護者
　担当　新見ブックスタートの会　　　　　　　　
○第９３回子どもの読書を考える会
　日時　１１月７日�　１３：３０～１４：００
　内容　子どもの本の好きな大人の集会です。
　場所　新見図書館　
○第７３回新見ブックスタートの会
　日時　１１月７日�　１４：００～１４：３０
　場所　新見図書館
　

   １１月の休館日　４日�、１０日�、１７日�、２４日�、２８日�、１２／１日�

休館日　毎週水曜日　祝日

○図書館まつり　１１月８日�　１３：００～１６：００
　・手遊び　
　・オカリナ演奏（ファイブプラン）
　・パネルシアター・大型紙芝居（山の子会）　
　・フラダンス（２１３　Ｈｕｌａ　Ａｐｏ）
　・バルーンアート、宝探し
　その他にも、本のリサイクル、雑誌付録プレゼント、ローズマリ
ーママによるクッキー販売もあります。
○子ども映画会
　「おじゃる丸　満月ロード危機一髪」　１１月１５日�１４：００～

　１０月２７日�～１１月９日�　読書週間中行事 
　職員のおすすめ本展示、栞（しおり）配布

休館日　４日�、１０日�、１７日�、２５日� 
　　　　

休館日　毎週木曜日・２８日�

新見どんどん読書おはなし会
　おはなしボランティアが地域の公民館・図書館などと連携し
て地域の幼児クラブなどにお伺いします。詳しくは公民館・各
図書館・図書コーナーでお尋ねください。
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国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

お
よ
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
、

そ
の
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
、
そ
の
年
の
１
月
１

日
か
ら　

月　

日
ま
で
に
納
付
し

１２

３１

た
保
険
料
が
対
象
で
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
、
支
払
っ
た
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成　

年
１
月
１

２０

日
か
ら
９
月　

日
ま
で
の
間
に
国

３０

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人

に
つ
い
て
は
、「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

が
本
年　

月
上
旬
に
社
会
保
険
庁

１１

か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末

調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず

こ
の
証
明
書（
ま
た
は
領
収
証
書
）

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、　

月
１
日
か
ら　

月　

１０

１２

３１

日
ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ
め
て

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た

人
に
つ
い
て
は
、
来
年
の
２
月
上

旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご

本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家

族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書

を
添
付
の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

　

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の

ご
照
会
は
、
控
除
証
明
書
の
ハ
ガ

キ
に
表
示
さ
れ
て
い
る
社
会
保
険

事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
１
６
�
８
６
６
８

　

高
梁
市
旭
町
１
３
９
３
�
５

　

岡
山
社
会
保
険
事
務
局
高
梁
事

　

務
所　

国
民
年
金
業
務
課

　

（
�
０
８
６
６
�
２
１
�
０
５
７
２
）

心
の
健
康
相
談
の
ご
案
内

　

新
見
保
健
所
で
は
、
医
師
・
保

健
師
に
よ
る
心
の
健
康
相
談
を
、

毎
月
第
１
・
第
３
木
曜
日
（
変
更

す
る
場
合
あ
り
）
に
開
催
し
て
い

ま
す
。「
気
分
が
落
ち
込
む
、
何

を
す
る
の
も
お
っ
く
う
。」「
物
忘

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

れ
が
激
し
い
。
も
し
か
し
て
認
知

症
？
」「
人
の
視
線
が
気
に
な
る
。」

な
ど
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
思
春
期
の
心
の
相
談

も
行
っ
て
い
ま
す
。

※
個
人
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
日
時

　
　

月　

日
�

１１

２０

　
　

月
４
日
�

１２

　
　

月　

日
�

１２

１８

　
　

時
〜　

時

１３

１５

■
場
所　

新
見
保
健
所

※
必
要
に
応
じ
て
訪
問
相
談
も
行

　

っ
て
い
ま
す
。

■
相
談
料　

無
料

　

相
談
は
予
約
制
で
す
の
で
、
新

　

見
保
健
所
保
健
課
へ
電
話
で
予

　

約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
保
健
所
保
健
課

　

（
�
�
５
６
９
１
）

　

哲
西
町 
大  
野  
部 
の 
四  
王  
寺 
に
あ
る
仁
王
像
は
、 

寄  
木  
造 

お
お 

の 

べ 

し 

お
う 

じ 

よ
せ 

ぎ 

づ
く

り
着
色
で
、
た
く
ま
し
い
筋
肉
を
表
現
し
た
見
事
な
立
像

で
、
像
の
土
踏
ま
ず
の
部
分
に
元
禄　

年
（
１
７
０
１
年
）

１４

の
銘
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
仁
王
像
に
は
白
い
布
が

巻
い
て
あ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
身
体
の
痛
む

部
分
に
相
当
す
る
部
位
に
巻
か
れ
た
も
の
で
、
痛
み
止
め

を
願
う
も
の
で
し
た
。

　

こ
の
仁
王
像
は
寺
域
と
仏
法
の
守
護
神
と
さ
れ
、
右
の

仁
王
像
は
口
を
開
き
、
左
の
仁
王
像
は
口
を
閉
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
阿（
あ
）と
吽（
う
ん
）の
呼
吸
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和　

年
９
月　

日
に
市
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定
さ

５３

１１

れ
ま
し
た
。

 
仁  
王  
像 

に 

お
う 

ぞ
う

（
木
造
金
剛
力
士
立
像
）

市市市市市市市市市市
内内内内内内内内内内
のののののののののの

市
内
の

文
化
財

文 
化 
財

    
め
ぐ
り

め 
ぐ 
り

文
化
財

文 
化 
財

    
め
ぐ
り

め 
ぐ 
り ●

仁王像

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
発

行
さ
れ
ま
す

〜
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で

大
切
に
保
管
を
！
〜
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新見市西方３６１番地

（��７８５１）

月111 1 ・・ 121 2

 「 猪  風  来 美術館」
い ふう らい

新見市法曽６０９番地

（��２４４４）

新見美術館

法曽陶芸館
開館時間�９：３０～１７：００
休 館 日�月曜日

●常設展示観覧料
　一般…２００円（１５０円）　高校生…１００円（７０円）
　（　）内は１５人以上の団体料金

※ただし、中学生以下は入館無料になります。

●観覧料
　一般…７００（６００）円　高校生・市外の中学生…３００（２５０）円
　市外小学生…２００（１５０）円　（　 ）内は１５人以上の団体料金
※市内小中学生は「こころふれあいパスポート」提示で無料

　
 
伊  
東  
深  
水 
は
明
治　

年
東
京
・ 
深  
川 
に
生
ま
れ
ま
し
た
。　

才
で 
鏑
木
清
方 
に
師
事
し
、　

才

い 
と
う 
し
ん 
す
い 

ふ
か 
が
わ 

か
ぶ
ら
ぎ
き
よ
か
た

３１

１３

１６

で 
院  
展 
に
、
翌
年
に
は 
文
展 
に
入
選
す
る
な
ど
、
早
く
か
ら
頭
角
を
あ
ら
わ
し
ま
し
た
。
そ
の
後

い
ん 
て
ん 

ぶ
ん
て
ん

 
帝
展 
、
新
文
展
、
そ
し
て
日
展
を
舞
台
に
意
欲
作
を
発
表
。
卓
越
し
た
描
写
力
と
鋭
い
感
性
に
よ

て
い
て
ん

り
、
時
代
の
風
俗
や
流
行
な
ど
新
鮮
な
時
代
感
覚
を
も
取

り
入
れ
、
明
る
く
楽
し
い
「
深
水
美
人
」
を
創
出
し
、
近

代
美
人
画
の
心
境
地
を
開
き
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
大
正
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
初
期
の
名
作
か
ら
晩

年
の
代
表
作
な
ど
本
画　

点
に
素
描
画　

点
を
加
え
、
深

２１

４０

水
芸
術
の
真
髄
と
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、　

月
７
日
�
・
８
日
�
・
９
日
�
に
は 
素
心
流
煎
茶 
、

そ
し
ん
り
ゅ
う
せ
ん
ち
ゃ

１１

　

日
�
・　

日
�
に
は 
表
千
家
流 
、　

日
�
・　

日
�
に
は

お
も
て
せ
ん
け
り
ゅ
う

１５

１６

２２

２３

 
速
水
流 
に
よ
る
お
茶
席
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

は
や
み
り
ゅ
う

行 事 予 定

※１１月３日�、２４日�の祝日は開館（両日とも翌日を休館）

開館時間�９：３０～１７：００（入館は１６：３０まで）
会期中無休

新
見
市
制
３
周
年
記
念
特
別
展
Ⅱ

近
代
美
人
画
の
巨
匠 「
伊
東
深
水
展
」

会
期
▼　

月
８
日
�
〜　

月　

日
�　

※
会
期
中
無
休

１０

１１

２４

伊東深水《 春 宵  》
しゅんしょう

火１１/４
●心配ごと相談　総合福祉センター　１０：００～１５：００　
●心配ごと相談　哲多総合センター・新砥公民館・夢ひろば
萬歳　９：３０～１２：００

水５

木６
●心配ごと相談　きらめき広場・哲西　９：００～１２：００　
●ひとり暮らし・高齢者の集い　市外　８：３０～１６：００金７
●哲西町文化祭（～９日）　きらめき広場・哲西　９：００～
●青年の家イベント祭　備北青年の家　９：３０～１５：３０　
●介護者の集い（神郷支局管内　～９日）　市外　１０：００～
●男女共同参画講座２００８
　まなび広場にいみ　１３：３０～１５：３０

土８

●一日消防団長委嘱式　市役所玄関前　８：００～
●神郷芸能文化祭　神郷生涯学習センター　１３：００～１６：３０日９

月１０
火１１
水１２
木１３
●心配ごと相談　やまびこ広場神郷　９：００～１２：００
●交通事故相談　総合福祉センター　１０：００～１５：００金１４

土１５
●第５６回新見阿哲駅伝大会　哲多町地内　８：３０～
●囲碁・将棋まつり　まなび広場にいみ　９：３０～１６：００日１６

●心配ごと相談　新郷市民センター　９：００～１２：００月１７
火１８
●心配ごと相談　総合福祉センター　１０：００～１５：００　
●法律相談（要予約）　総合福祉センター　１０：００～１５：００　
●合同相談　上市市民センター　１０：００～１２：００

水１９

木２０
●歳末たすけあい書画等展示入札会（～２５日）
　総合福祉センター　９：００～１６：００金２１
●牧阿佐美バレヱ団「白鳥の湖」公演
　まなび広場にいみ　１８：００～土２２

●哲多音楽芸能祭　哲多総合センター　１２：００～１７：００日２３
月２４
火２５
水２６
木２７
金２８
●ステップアップ講座２００８
　まなび広場にいみ　１４：００～１６：００土２９

日３０
月１２/１
火２
●心配ごと相談　総合福祉センター　１０：００～１５：００水３

木４
●心配ごと相談　新郷市民センター　９：００～１２：００　
●ひとり暮らし・高齢者の集い
　保健福祉センター　１０：００～１５：００

金５

●ステップアップ講座２００８
　まなび広場にいみ　１４：００～１６：００土６
●新見市婦人大会　まなび広場にいみ　９：３０～　
●新見市ソフトボールフェスティバル
　ピオーネ球場　８：３０～

日７

　猪風来は、北海道で２０年間暮らし、

北の大地に躍動する生きものたちや心

象に映し出された精霊たちを絵にした

ためました。その絵には、家族５人の自給自足暮らしと豊かな

自然の恵み、そして野生の生命の美しさが充ち満ちています。

　創作と暮らしが一体となった作品は清らかな風を見るよう

です。

　猪風来ならではの画境を感じさせる珠玉の小品展「キタキ

ツネと子」「野花びな」「風小僧」「春風さん」など３０点をど

うぞご覧ください。

猪風来絵画展
「北の 大地と
 生き ものた ち を描 く」

１１月３０日�まで

キタキツネと子
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水なし印刷方式を採用しています。
環境にやさしい大豆油インキ
を使用しています。

本紙は環境保全のため再生紙を
使用しています。

★１２月号の「ハッピーバースデー」コ－ナ－に掲載希望の人は、企画課企画広報係（��６１１４）にご一報ください。（締切は１１月１４日）

今今月月、、満１歳になる子どもたちです満１歳になる子どもたちです。。

これからも元気で大きくなっこれからも元気で大きくなってねてね！！

■編集／新見市報道委員会

■発行／新見市
　〒７１８－８５０１
　新見市新見３１０－３
　新見市総務企画部企画課
　��６１１４

■ホームページ
　http://www.city.niimi.
　　　　　　　　okayama.jp/

　携帯電話でもご覧になれます
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 津  島   凰 介   ちゃん

つ しま おう すけ

（金谷／11・８生）

 松  本   一 鴻   ちゃん

まつ もと いっ こう

（哲多町田淵／11・19生）

 妹  尾   泰 河   ちゃん

せの お たい が

（新見／11・５生）

 横  山   太 雅   ちゃん

よこ やま たい が

（哲多町花木／11・９生）

 妹  尾  匠馬    ちゃん

せの お しょうま

（哲多町宮河内／11・９生）

 山  本   紫 月   ちゃん

やま もと し づき

（正田／11・８生）

上田 真央上田 真央ちゃんちゃん

（新見／11・20生）（新見／11・20生）

う えだ ま おう えだ　 ま　お

上田 忠利上田 忠利ちゃんちゃん

（哲多町蚊家／11・21生）（哲多町蚊家／11・21生）

う えだ ただとしう えだ　ただとし

小川 由乃小川 由乃ちゃんちゃん

（石蟹／11･24生）（石蟹／11･24生）

お がわ ゆ のお がわ　 ゆ　の

日野 沙雪日野 沙雪ちゃんちゃん

（哲多町本郷／11・30生）（哲多町本郷／11・30生）

ひ の さ ゆきひ　の　　さ ゆき

●秋本番を迎え、市内の各地ではさまざ
まなイベントが行われています。
　新しく完成した大佐グラウンドでも、
早速、子どもやお年寄りが軟式野球やゲ
ートボールを行い、秋の爽やかな風の中、
心地よい汗を流していました。
　これからも多くのみなさんに、ぜひこ
の素晴らしいグラウンドを利用していた
だきたいと思います。

※施設の予約やお問い合わせは、大佐支
局市民福祉課まで（��２１１２）

こちら
編集室

今年度から、総合検診の集団検診は、

岡山済生会総合病院
に委託して、実施しています。
検診結果は、約１か月後に

岡山済生会総合病院から
直接ご自宅に郵送します。

■問い合わせ先
　健康づくり課（��6129）

平成２０年度 新見市

総合検診 ［集団］ の
結果通知について


